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N 1年）
⑥市民憲章
わたくしたちは、利根川と手賀沼にかこまれ自然と歴史には

ぐくまれた我孫子の市民です。
わたくしたちは田圃教育文化都市をめざす市民としての誇

りをもち、明日への願いをこめて、ここに市民憲章をさだめます‘
水と緑と土のにおいがいっぱいの住みよいあびこにします
心と体をきたえ生き生きと働き伸びゆくあびこにします
老人を大切にし子どもの夢を育て幸せなあびこにします
ふるさとを愛し文化を高め豊かなあびこにします
みんなで話しあいきまりを守り明るいあびこにします

ご
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t

の
歴
垂
＊
リ
フ
ォ
ー
ム
衣
類
ち
込
み
ま
す
。
そ
し
て
、
技
術
者
一

市
民
の
新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
場
所
と
し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
工
房
」
が
４
月
３
日
オ
ー
プ

＊
福
祉
機
器
＊
不
用
品
（
振
り
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
工
房
に
一

ン
し
ま
す
。
こ
の
施
設
で
は
、
技
術
を
持
つ
高
齢
者
に
よ
る
リ
サ
イ
ク
ル
の
指
導
を
お
こ
な
い
ま

袖
、
ド
レ
ス
）
の
展
示
術
え
付
け
の
工
具
な
ど
で
再
利
用
一

す
。
ゴ
ミ
の
減
量
化
や
資
源
循
環
型
社
会
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
い
く
計
画
で
す
。

ま
う
ゴ
ミ
の
中
に
は
、
修
理
補
オ
ー
プ
一
一
ン
グ
顧
珠
庵
に
自
由
に
参
加
し
４
月
４
日
か
ら
麓
澤
湾
誰
雑
孵
鋤
一

私
た
ち
が
何
気
な
く
捨
て
て
し

イ
ベ
ン
ト
木
エ
ゾ
‐
ン
＊
木
の
お
も
ち
ゃ
利
用
で
き
ま
す
轆
灘
瀦
雛
鯛
鋪
、
広
一

修
を
す
れ
ば
使
え
る
物
が
た
く
ざ

ん
あ
り
ま
す
。
作
り
＊
家
具
か
ら
の
遊
具
作
り
市
民
の
方
、
市
内
在
勤
、
在
学

で
も
、
直
し
方
が
わ
か
ら
な
か
４
月
３
日
（
土
）
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＊
バ
ー
ド
ヵ
ー
ビ
ン
グ
＊
竹
と
の
方
な
ら
ば
、
ど
な
た
で
も
利
用
運
営
は
市
民
一
手
で
一

つ
た
り
、
道
具
が
な
か
っ
た
り
す
に
は
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
ん
ぽ
作
り

で
き
ま
す
。

る
と
、
つ
い
新
品
を
買
っ
て
し
ま
す
。
和
室
＊
古
毛
糸
を
使
っ
た
リ
サ
マ
開
館
日
年
末
年
始
お
よ
び
毎

い
、
古
い
も
の
は
そ
の
ま
ま
ゴ
ミ
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
修
理
の
ち
イ
ク
ル
＊
古
繊
維
を
使
っ
た
い
週
月
曜
日
を
除
く
毎
日

ふ
れ
あ
い
工
房
の
運
営
は
、
リ
ー

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
あ
り
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
や
リ
サ
イ
ク
ル
い
ぐ
る
み
作
り
＊
古
繊
維
を
使
▽
開
館
時
間
午
前
９
時
か
ら
午
サ
イ
ク
ル
団
体
な
ど
か
ら
推
薦
ざ
一

ま
せ
ん
で
し
た
か
。
の
楽
し
み
が
見
つ
か
る
こ
と
と
思
っ
た
小
物
類
作
り
＊
さ
き
布
に
後
７
時
れ
た
市
民
の
方
々
で
組
織
す
る
一

ふ
れ
あ
い
工
房
は
、
こ
う
し
た
い
ま
す
。
一
）
家
族
お
揃
い
で
、
ぜ
よ
る
敷
物
作
り
▽
利
用
料
鉦
科
完
だ
し
諦
座
「
ふ
れ
あ
い
工
房
運
営
協
議
会
」
一

修
理
可
能
な
も
の
を
市
民
の
皆
さ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
（
参
加
無
小
エ
ー
房
Ａ
＊
ざ
お
り
織
り
＊
等
の
場
合
、
実
費
を
負
担
し
て
い
が
行
い
ま
す
。

ん
が
修
理
・
補
修
し
て
持
ち
帰
り
、
遇
わ
ら
じ
作
り
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
主
各
種
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
、
子
ど
一

再
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
場
所
▽
時
間
午
前
、
時
か
ら
午
後
３
小
工
房
Ｂ
廃
材
を
使
っ
た
鉢
カ
マ
利
用
方
法
予
約
は
必
要
あ
り
も
の
工
作
教
室
、
リ
サ
イ
ク
ル
ま
一

で
す
。
時
バ
ー
作
り
ま
せ
ん
。
工
房
に
直
接
来
て
、
工
つ
り
な
ど
の
開
催
や
、
リ
サ
イ
ク
ー

身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
資
源
循
▽
内
容
開
催
時
間
中
、
各
コ
ー
修
理
コ
ー
ナ
ー
＊
古
時
計
の
修
房
に
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
た
粗
大
ゴ
ル
情
報
誌
の
発
行
、
不
用
品
の
情
一

環
型
社
会
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
ナ
ー
に
わ
か
れ
て
常
時
行
っ
て
い
理
＊
お
も
ち
ゃ
の
病
院
ミ
・
資
源
を
利
用
し
た
り
、
家
庭
報
交
換
な
ど
を
工
一
房
で
行
っ
て
い
｜

し
ま
せ
ん
か
。
ま
す
。
興
味
の
あ
る
こ
と
、
や
つ
展
示
コ
ー
ナ
ー
「
リ
サ
イ
ク
ル
品
の
中
の
直
せ
ば
使
え
る
も
の
を
持
く
計
画
で
す
。

楽
し
い
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点
に
差

’

一

ふ
れ
あ
い
工
房
４
月
３
日
オ
ー

→

9

→

プ
ン

‐
く
零
脚
耐
脾
弓
、
て
Ｊ

市
民
の
皆
さ
ん
が
修
理
・
補
修
一

を
す
る
と
き
に
指
導
に
あ
た
る
の
一

は
、
各
リ
サ
イ
ク
ル
団
体
や
ボ
ラ
ー

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
登
録
を
し
一

て
い
る
元
大
工
さ
ん
や
電
気
屋
き
一

ん
な
ど
、
技
術
を
持
っ
た
高
齢
者
一

の
方
々
で
、
そ
の
経
験
と
知
識
を
一

生
か
し
て
も
ら
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
ク
リ
ー
ン
セ
ン
・
一

夕
－
念
（
師
）
０
０
１
５

※
オ
ー
プ
ン
後
は
ふ
れ
あ
い
工
房
一

電
（
記
）
５
５
０
０

，房
等
展
一

工
室
Ｉ
・

工
械
一
一

木
機
リ
一

地
ｊ

曜
職
獅
前
ン
製
ヤ
ー

》
、
一
フ
一

》
《
一
一
》
》
》
一
》

薩
所
く
敷
建
施
①
②
一

肪
。
。
◎
◎

●

EP■一

一 q

地域振興券は、下のポスターやステッカーを店先に表示
している市内の振興券取扱店で使うことができます。ただ

し、商品券、プリペイドカード、宝くじ、切手、電車・バ
スの定期券回数券等の購入や公共料金税金の支払いに
は使えません。

2月23日現在、750店が振興券取扱店の登録をしていま

す。取扱店の一覧は、振興券交付の時にお渡しします。

市外では使用できませんのでご注意ください。

▼地域振興券申請・交付場所
交付申請書は、15歳以下の児菫が

いる世帯の世帯主には2月末に発送

しました。その他の対象と思われる

方にも、交付開始日までには郵送さ

れます。

申請交付の日程は下記のとおり

で、時間はいずれも午前9時から午

後5時です。申請害、印鑑、本人を

確認できる書類（運転免許証・保険

証など）を忘れずにお持ちください。

※車での来場はご遠盧ください

←我孫子布佐一

致
い問い合わせ地域振興券推進本部

恋(85)1111内線379，471，472

磯熟｝菫職篝
特定事業者0方|；

訓会|醐席を
ト

▼
日
時
・
場
所
３
月
９
日

（
火
）
．
、
旦
水
）
午
前
”
時
・
午
後

２
時
、
手
焚
沼
親
水
広
場
「
水
の

館
」
（
日
時
は
、
登
録
証
等
を
送
付

す
る
際
に
鎧
正
し
ま
す
）

※
特
定
事
業
者
の
募
築
は
、
随
時

推
進
本
部
で
受
け
付
け
て
い
ま
す

▼地域振興券申請・交付場所、日程

Iここで碇えます！
…
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リ サイク 社 会 の 実 現 を め ざしてル

鋤
北

マ
イ
一

湖北支所．

②湖
差』

湖
北
小
学
校

虚用狸

日 程

3月15日(月)から19日

(金)、3月22日(体）

3月20日(土）

3月21日(日）

3月23日(火)から

場所

①市民会館大会議室

②湖北地区公民館

③布佐南近隣センター

④搬所剛i館41総誰
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現
在
使
用
し
て
い
る
国
民
健
康

保
険
（
国
保
）
の
被
保
険
者
証
は

３
月
訓
旦
水
ぞ
有
効
期
間
が
満
了

し
ま
す
。

新
し
い
被
保
険
者
証
二
般
被

保
険
者
用
…
も
え
ぎ
色
、
退
職
被

保
険
者
用
：
肌
色
）
は
、
世
帯
主

あ
て
に
、
３
月
上
旬
に
郵
送
し
ま

す
。

届
い
た
被
保
険
者
証
は
、
住
所

や
氏
名
な
ど
、
記
戦
事
項
に
誤
り

や
記
入
も
れ
が
な
い
か
を
、
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
３
月

か
ら
使
用
で
き
ま
す
。
記
載
事
項

の
確
認
が
済
み
ま
し
た
ら
、
古
い

被
保
険
者
証
は
国
保
年
金
課
、
ま

た
は
各
支
所
・
行
政
連
絡
所
へ
お

保
険
証
が

更
新
に

市民文化講座 受講生募集平成11年度

国
民
健
康
保
険

隔座期間4月から平成12年3月まで着）までに〒270-ll66我孫子1684教育委

※4月は各講座とも第3・第4の曜日から員会社会教育課文化係へ

開講します。（4月受講料は半額）′問い合わせ各講師へ

’対象市内在住で継続して受講でき※応募者多数の場合は､抽選で受講者を決

る方(お子さま連れはご遠慮ください）定します。（結果は4月上旬に通知）

岬し込み往復ﾊガｷに住所､蔑慧年※応募者が定員の4割に満たない場合は、
齢､電話番号､講座名、受講場所､受講開講できないことがあります。あらかじ

似

日、講師名を明記し、3月20日（土･必めど了承ください。

▼市民文化講座一覧（午前の部:午前10時から正午､午後の部:午後1時から3時）

金

返
し
く
だ
き
い
。

保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
世
帯

に
は
、
被
保
険
者
証
の
か
わ
り
に

「
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
更

新
に
つ
い
て
」
と
い
う
ハ
ガ
キ
を

郵
送
し
ま
す
。
内
容
を
お
読
み
い

た
だ
き
、
必
ず
手
続
き
を
し
て
く

だ
き
い
。

３
月
下
旬
ま
で
に
被
保
険
者
証

や
ハ
ガ
キ
が
届
か
な
い
場
合
は
、

国
保
年
金
課
給
付
係
へ
ご
連
絡
く

だ
き
い
。

◎
異
動
が
あ
っ
た
ら
申
請
を

被
保
険
者
証
の
更
新
や
被
保
険

者
の
異
動
、
社
会
保
険
を
喪
失
し

た
場
合
な
ど
は
、
必
ず
期
限
内
に

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
今
号
６
面
「
国
民
健
康
保
険

の
異
動
を
ご
参
照
く
だ
き
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課
給

付
係
冥
芭
１
１
１
１
内
線
３
２

４
．
３
２
５
．
３
９
２

１
１

受講料
（月額）

名 主催団体 受講日 講師名 場所内容 定員

１
１

､､つ呈

足立鋒子
冠(84)9638

2,500円
(ﾃｷｽﾄ側）

第1･第3

水曜日の午前
漢字､仮名の初
歩から

加
人書道

中央

公民館
国
民
健
康
保
険
事
業
か
ら
医
療

機
関
に
支
払
わ
れ
る
医
療
識
は
、

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
我
孫
子

市
で
は
、
１
人
あ
た
り
の
収
納
額

７
万
４
３
８
６
円
に
対
し
、
医
療

費
は
畔
万
５
６
２
２
円
と
、
事
業

運
営
は
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り

ま
す
。
（
平
成
９
年
度
決
笠

国
民
健
康
保
険
は
、
け
が
や
病

気
に
備
え
て
加
入
者
で
あ
る
皆
ざ

ん
全
員
が
保
険
税
を
納
め
、
い
ざ

と
い
う
と
き
の
医
療
費
に
あ
て
る
、

「
助
け
合
ど
の
制
度
で
す
。

保
険
税
は
必
要
と
す
る
医
療
識

を
見
込
ん
で
算
出
し
て
い
ま
す
。

税
収
が
不
足
す
る
と
国
民
健
康
保

険
の
運
営
が
苦
し
く
な
り
、
税
率

な
ど
の
引
き
上
げ
を
し
な
け
れ
ば

書道’’

’
きくお

早乙女菊王
冠(82)4874

2,500円
(ﾃｷｽﾄ{剛）

第2・第4

水曜日の午前

漢字、仮名の初

歩から

加
人 保

険
税
は

期
限
内
納
付
を

|我孫子市

|警趣”
佐藤輝夫
a(88)8604

2,500円
(ﾃｷｽﾄ側）

漢字、仮名の初

歩から
"1･第3
土暇日の午前

犯
人湖北書道

湖北地区

公 民 館

’
第2・第4漢字､仮名の初
土曜日の午前歩から|鴬ちI""lie

|鷲野剛､ら|児’

2,500円

(ﾃｷｽﾄ{剛)，

高野一絵
盆(89)0246

加
人湖北書道

｜碇
繋道の初歩から

(表千家）

－

’
3,000円
(纒科含む）

岡田由美子
a(84)5721

第1・第3

火曜日の午前
茶道

（表） 中 央

公民館第2・第4

火曜日の午前

茶道の初歩から

(裏千家）

3,000円
(ﾎ屋科含も）

亀山圭子
a(83)0608

茶道

（裏）

喧
人’

な
り
ま
せ
ん
。

〃
皆
さ
ん
の
保
険
税
が
国
民

健
康
保
険
を
支
え
て
い
る
〃
こ

と
を
忘
れ
ず
、
保
険
税
は
納
期

限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
き
い
◎

◎
納
付
は
口
座
振
替
が
便
利

保
険
税
の
納
付
は
、
金
融
機

関
等
か
ら
の
口
座
振
替
を
利
用

す
る
と
、
自
動
的
に
納
期
ご
と

に
引
き
落
と
さ
れ
、
手
間
が
省

け
る
ば
か
り
か
、
収
め
忘
れ
が

あ
り
ま
せ
ん
。

口
座
振
替
は
一
度
手
続
き
す

れ
ば
、
翌
年
度
か
ら
の
保
険
税

も
自
動
的
に
手
続
き
さ
れ
、
大

変
便
利
で
す
。

手
続
き
に
は
、
口
座
振
替
依

頼
番
（
市
内
金
融
機
関
に
用
意
）
、

預
貯
金
通
帳
、
届
け
出
印
が
必

要
で
す
。

※
口
座
振
替
利
用
の
方
は
、
口

座
の
残
高
が
十
分
か
を
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金

課
保
険
税
係
賓
芭
１
１
１
１

内
線
３
５
３
．
３
５
４

我孫子市

茶道連盟’ 第1･第3

木曜日の午前

茶道の初歩から

(裏千家）

玉井ミヤ

窓(88)9644

3,000円
(水屋料含む）

湖北茶道

（裏）
遍
人 湖北地区

公民館

、

3,000円
(水屋科詑）

島智子
n(88)1855

第2・第4
木曜日の午前

茶道の初歩から

伏日本繋道協会）
湖北茶道
畑ﾎ總齢）

喧
人

0 お尋かく

越阪部洋一
公(82)8525

第1･第3

水曜日の午前
鉛筆デッサン、
油絵の初歩から

加
人

2.500円油絵

田崎繁鴇
a(82)0826

第2・第4

水曜日の午前

楽しい水彩と、

油絵の初歩から

＝■■■＝＝＝＝＝＝●■■＝＝＝ー＝一一一＝ー＝＝＝ー＝＝

加
人

2.500円油絵
中 央

公民館
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７

日
間
、
「
気
を
つ
け
て
は
じ
め
は

す
べ
て
小
ざ
な
火
」
を
全
国
統

一
標
語
に
、
春
季
火
災
予
防
連
動

が
実
施
き
れ
ま
す
。

昨
年
１
年
間
、
市
内
で
発
生
し

た
火
災
は
お
件
、
損
害
額
は
約
９

９
６
２
万
円
で
、
一
昨
年
と
比
較

し
て
、
火
災
件
数
で
型
件
、
損
害

額
で
は
約
１
０
３
８
万
円
減
少
し

て
い
ま
す
。

消
防
署
で
は
、
住
宅
火
災
に
よ

る
死
者
の
大
幅
減
少
を
目
的
と
し

た
、
住
宅
防
火
対
策
を
実
施
し
て

い
ま
す
が
、
火
災
の
卯
パ
ー
セ
ン

ト
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

原
因
で
す
。
火
災
か
ら
尊
い
人
命

や
財
産
を
守
る
た
め
、
火
の
元
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
自
治
会
な
ど
の
消
防
訓

練
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
、
防

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

ま暮しろう

小泉雅司郎
冠(84)9983

水墨画の初歩
(花鳥）から山
水まで

"1･第3

木曜日の午前

2,500円

(ﾃｷｽﾄ剛｝

犯
人

水墨画

気
を
つ
け
て
は
じ
め
は
す
べ
て
小
髻
な
火

我孫子市

美術家協会

第2・第4

金曜日の午前

日本画の初歩か
ハ

1つ

近藤恵美
a(82)1778

晦
人

2.500円日本画

’
第1･第3
火曜日の午前

個性を尊重する
中年からの油絵

毛利弘子
画(88)0548

加
人

2.500円湖北油絵

湖北地区

公民館

第2・第4

火曜日の午前
鉛筆デッサン、
油絵の初歩から

大塚敏雄
B(88)2400

加
人 2,500円湖北油絵

火
・
防
災
知
識
を
身
に
つ
け
、
火

災
の
際
の
避
難
の
方
法
や
日
頃
取

り
扱
う
こ
と
の
な
い
消
火
器
な
ど

に
慨
れ
て
お
く
こ
と
が
〃
い
ざ
と

い
う
と
き
”
に
大
切
で
す
。

日
頃
か
ら
、
家
庭
、
地
域
、
職

場
で
火
災
予
防
に
心
掛
け
る
こ
と

が
、
火
災
か
ら
あ
な
た
を
守
る
近

道
で
す
。

最
近
の
住
宅
火
災
の
出
火
原
因

は
、
電
源
．
Ｉ
ド
か
ら
の
火
災
が

目
立
ち
ま
す
。
遮
源
コ
ー
ド
か
ら

火
災
を
起
こ
ぎ
な
い
た
め
に
次
の

こ
と
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

①
電
源
コ
ー
ド
は
家
具
等
の
下
敷

き
に
な
ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
、

折
り
曲
げ
て
使
用
し
な
い

②
コ
ー
ド
を
直
接
引
っ
張
ら
ず
、

プ
ラ
グ
部
を
も
っ
て
外
す

③
プ
ラ
グ
は
定
期
的
に
コ
ン
セ
ン

ト
か
ら
外
し
、
清
掃
を
行
う

水彩写生から学
ぶ日本画

第1･第3
火曜日の午後

中尾葉子
公(88)9850

喧
人

湖北日本画 2,500円

第1･第3

水曜日の午後

華道の初歩から

(龍生派）

外山ハマ
a(88)3429

中 央

公民館

2,000円

(花代別）

旧
人

我孫子生花

’
我孫子

華道連盟

布佐ステ
ーション
ホ ー ル

華道の初歩から

I勅使河原和風会｝
第1･第3
金曜日の午前

2,000円

(花代別

折居藤子
B(88)7802

旧
人布佐生花

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ

まぎこ

由良方子
画(82)0435

華道の初歩から

（草月流）

第1第3

木曜日の午後

2,000円
(花代別）

湖北地区

公民館
喧
人

湖北生花

▼
日
程
３
月
６
日
（
土
）

▼
時
間
・
場
所
午
前
８
時
犯
分

…
青
山
土
地
特
定
区
画
整
理
地
内

（
国
道
６
号
側
想
定
）

午
前
９
時
…
新
木
駅
南
側
区
画
整

理
地
内
薪
木
駅
霜
差

※
市
内
全
型
分
団
が
参
加
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
き
い
。

※
荒
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
総
務

課
愛
別
）
７
７
０
０

④
使
用
し
な
い
遜
気
器
具
の
プ
ラ

グ
は
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
外
す

⑤
コ
ー
ド
相
互
間
の
接
続
は
、
接

続
器
具
を
使
用
し
、
コ
ー
ド
線
を

分
解
し
て
の
接
続
（
手
よ
り
接
続
）

は
や
め
ま
し
ょ
う

▽
問
い
合
わ
せ
消
防
本
部
予
防

課
冥
副
）
７
７
０
２

■
消
防
団
実
戦
訓
練

測t短歌制作の
初歩から自立ま
で

とし＝

榊原敦子
冠(84)9435

我孫子市
短歌会

第l･第3

金曜日の午後
犯
人

１
１

短歌 2,000円
中 央

公民館’ |蝋
喧
人

小林武雄
a(85)2230

謡（宝） 2,500円

あき良

市IIII'
a(82)4336

第2・第4

日曜日の午前

謡の初歩から
（観世流）

旧
人謡（観） 2,500円

第1･第3

金曜日の午前
2,000円
(材料代別）

一般染色の初歩
から

樋口治子
a(84)1726

旧
人染色

’I
宮崎膳｜
窓(84)5446

千
葉
県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営

む
方
は
、
千
葉
県
屋
外
広
告
物
条

例
の
規
定
に
よ
り
、
県
知
事
へ
、

営
業
所
の
名
称
、
所
在
地
な
ど
の

届
け
出
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
各
営
業
所
ご
と
に
、
屋

湖北フラン

ス刺しゅう

第2・第4

木曜日の午後

フランス刺しゅ

うの初歩から

2,000円
(材*樅別）

個
人

’
平成10年度

千葉県屋外広告物講習会

湖北地区

公民館パンフラワー制
作､油彩、アレ
ンジまで

2,000円

(材料代別）

第1･第3

水I曜日の午前

阿部乃里子

公(82)8556

旧
人

パン

フラワー

2,000円
(材料代別）

第2・第4
水曜日の午前

和紙人形の初歩
から

緑川和子
a(84)8011

喧
人紙人形

営業所には有資格者が必要ですみちこ

荻野紀子
公(88)0968

我孫子市

手工芸連盟

2,000円
(材料代別）

第2・第4
金曜日の午前

七宝焼と銀粘土

の初歩から
遁
人

0

湖北七宝焼

熊工芸
一

フランス

刺しゅう

椎名洋子
a(88)1565

2,000円
(材料代別）

簾とつるの初歩
から

第1･第3
木曜日の午前

喧
人

外
広
告
物
識
習
会
の
修
了
者
な
ど
、

一
定
の
資
格
を
有
す
る
者
を
世
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
屋
外
広
告
業
を
営
ん
で

い
る
方
で
、
営
業
所
に
誹
習
会
修

了
者
な
ど
を
世
い
て
い
な
い
方
は
、

必
ず
こ
の
講
習
を
受
講
し
て
く
だ

き
い
◎

▽
日
時
３
月
”
日
（
水
）
、
鵬
日

（
木
）
王
剛
９
時
か
ら
午
後
４
時

▼
場
所
千
葉
県
教
育
会
館
（
千

葉
市
中
央
区
中
央
４
の
喝
の
、
）

▼
講
習
内
容
屋
外
広
告
物
の
法

令
に
関
す
る
こ
と
、
屋
外
広
告
物

の
表
示
方
法
に
関
す
る
こ
と
、
屋

外
広
告
物
の
施
工
に
関
す
る
こ
と

▼
受
講
料
２
３
０
０
円
（
千
葉

県
収
入
証
紙
を
申
込
用
紙
に
貼
付
）

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
申

込
用
紙
（
市
道
路
課
に
用
意
）
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
３
月
８
日

（
月
・
必
惹
ま
で
に
〒
２
６
０
１

８
６
６
７
干
葉
市
中
央
区
市
場
町

１
の
１
県
都
市
部
公
園
緑
地
課
企

画
調
整
班
云
０
４
３
（
２
２
３
）

３
９
９
６
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

〃

フランス刺しゅ

うの初歩から
2,000円
(材料代別）

井上雪子
a(83)0409

第2・第4
火曜日の午前

喧
人 中 央

公民館
－

七宝焼
一

むつ色

川添睦子
a(88)9391

七宝焼の初歩か
ら

2,000円
(材謝t別）

第2・第4
水曜日の午前

遍
人七宝焼

’
みち色

鈴木迪子
冠(82)7669

第1･第3
火曜日の午前

手編みの初歩か
ら

崎
人

2,000円
(材料代別）

｜
’

編物

－
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市
施
行
の
天
王
台
土
地
区
画
整

理
事
業
の
保
留
地
を
、
次
の
と
お

り
抽
選
に
よ
り
分
譲
し
ま
す
。

▼
分
譲
地
概
要
左
図
参
照

▼
申
し
込
み
受
け
付
け
３
月
１

日
（
月
）
か
ら
哩
日
釜
）
午
前
９
時
か

ら
午
後
４
時
（
た
だ
し
、
土
曜
・

日
曜
日
は
除
く
）

上
下
水
道
の
お
知
ら
せ
が

変
わ
り
ま
す

毎
月
、
メ
ー
タ
ー
検
針
時
に
お
う
に
、
前
月
水
量
と
前
年
同
月
水

届
け
し
て
い
る
「
上
下
水
道
ご
使
量
を
表
示
し
ま
す
。

用
量
の
お
知
ら
せ
」
が
、
３
月
の
ま
た
、
口
座
振
替
済
の
お
知
ら

検
針
分
か
ら
変
わ
り
ま
す
。
せ
に
は
、
上
水
道
料
金
、
下
水
道

皆
ざ
ん
に
分
か
り
や
す
く
す
る
料
金
、
閉
開
栓
手
数
料
の
内
訳
を

た
め
、
給
水
契
約
番
号
を
お
客
様
新
た
に
表
示
し
て
い
ま
す
。

番
号
に
変
更
、
住
所
を
表
示
、
水
▽
問
い
合
わ
せ
水
道
局
料
金
係

道
の
使
用
状
況
が
比
較
で
き
る
よ
實
竪
０
１
１
１

▼分譲地概要

天
王
台
土
地
区
画
整
理
事
業

保
留
地
を
分
譲
し
ま
す

3月検針分からの主な変更内容

▼使用水量関係前月水避・前年同月水量を表示
←鷺關子
壼一■一 需雨醐逵三一■■■『_1■■■戸F＝

●

9

▼
受
け
付
け
場
所
区
画
整
理
課

▼
持
参
印
鑑
・
住
民
票
（
法
人

の
場
合
は
資
格
証
明
萱

▽
申
し
込
み
資
格

①
禁
治
産
者
お
よ
び
準
禁
治
産
者
、

破
産
者
で
な
い
方

②
保
留
地
売
買
契
約
の
日
か
ら
即

日
以
内
に
契
約
金
額
の
全
額
を
払

▼口座撮替関係上水道・下水道料金､手数料を表示 シ面積187.18m

伝単価70,400円／㎡

伝価格13,177,000円

し用途地域第一種中高層住居専用地域

（建ぺい率60%容祇率200%)

第二種高度地区

※面祇には間知ブロック擁壁部分約70㎡
を含みます。

口座振替済のお知らせ

い
込
み
で
き
る
方

※
契
約
と
同
時
に
契
約
保
証
金
と

し
て
、
契
約
金
額
の
、
％
以
上
を

納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
申
し
込
み
条
件
個
人
、
ま
た

は
法
人
（
申
し
込
み
者
が
契
約
者

と
な
り
ま
す
）

▼
抽
せ
ん
日
３
月
嘔
日
（
火
）
午

後
２
時

▽
抽
せ
ん
場
所
市
民
会
館
第
６

会
議
室

▼
注
意
事
項

①
登
記
は
換
地
処
分
後
に
行
い
ま

す
。

②
５
年
間
は
第
三
者
に
誠
渡
で
き

ま
せ
ん
。

③
保
留
地
に
つ
い
て
は
、
抵
当
権

の
設
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
区
画
整
理
課
公

共
係
垂
（
お
）
１
１
１
１
内
線
５
５

５
．
５
７
９‘平成''年度グループ生募集‘

生涯学習に向けて、皆さんの応募をお待ちしています。
，申し込み・問い合わせ往復ハガキに住所、氏名、電話番号を明記し、

各申し込み先へ(子供体操の申し込み方法は表参照）

※各講座とも4月から12年3月まで、場所は変更する場合があります。

人材センター講座生を募集
月額受講料

定員 捌鱈燕申し込み
問い合わせ シ講座名 受講日 内容 講師 場所 ー

中峠3048
つねこ

笠松経子
a(88)4149

楽T〈学べる講座を開催します。新しい趣嫌に挑戦しませんか1,500円
ﾃｷｽﾄ剛

20人

第2･第4金曜日

午後1時～3時
英会話のため

の基礎英語

P

基礎英語 今井光代 ，対象 市内在住の方なららどなたでも習教室参加希望者は児童名、{憾者名、学
20人校名）を明記し、3月20H(土・消印有効）
往復ハガキに住までに中峠2607(社)シルバー人材センター

番号、講座名（学事務局冠(88)2200へ’
し定員各講座とも先着

毎週木曜日
（月4回）

午前10時~正午

栄9の21
須藤順子
a(84)6204

，申し込み・問い合わせ 凸

婦人健康美容

体操

1,500円

40人

’
婦人体操 高橋美代子 所、氏名、年齢、電話

中央
公民館 講座名’受講日 内容｜受講料｜場所

’
毎週木曜日
(月4回)午後
1時30分～31*

若松145の3
杉山英子
"(83)1243

心身を活性化

する呼吸法

丹田呼吸

健康法
1,500円
40人

第1・第3月曜日
午後1時30分～3時30分

水墨の基本から作品の裏打ち
まで

糀谷みよ子 墨絵教室

第1・第3金曜日
午後1時30分～3時30分

月額
1,500円

書道教室 書道の初歩から布佐3276の9
野寺美智子
a(89)1062

第1･第3土暇日
午前10時~正午

2,000円
20人

田口慶子着付 我孫子第一小学校

（交流教室）

※駐車は不可

第1･第3水曜日
午後1時30分～3時30分

俳句の初歩から
（生涯の趣味として）

俳句教室
普段着から礼

装まで（半巾
帯､名古屋帯、

袋帯の結び方）

2,000円 鈴木徳枝
20人 匿総’

第1・第3木曜日
午後1時30分～3時30分

小物からベスト・セーターま
で

第1･第3火脇日

午前10時~正午

湖北地区
公民館

手編教室湖北着付

’
第1・第3木曜日

午後1時30分～3時30分
いつでもどこでも、気軽に絵
筆を持てる。自然に上達。

水彩画教室
中峠3084の3

謝謝子
"(87)0808 蝉

|公民f官

月額
2.000円

第2･第4木曜日

午前1O時~正午

2,000円

20人
武者小路

小代子
布佐着付

第1・第3水曜日
午後1時30分～3時30分

和服着付全般
（着物の知識まで）

着付教室

市 民 会 館毎週水曜日
午後1時～2時
午後2時～3時
午後3時～4時

第1・第3火I曜日
午後1時30分～3時30分

子供体操

(年長）
(年中）

問い合わせ
犬塚礼子
窓(84)7926

趣味のアクセサリーや作品デ
ザイン（基礎から応用まで）

1,500円
(年副A)
("80A)

宇都木元美
ほか4人

木彫教室

第1・第3火腿日
午前9時30分～正午

スケッチなど、基本から汕溌
が描けるまで

井手口ホール
（緑1丁目）

油絵教室
月額
3,000円

<対象〉

年長｡翌･平成5年4月から6年3月生まれ
年中･･･平成6年4月から7年3月生まれ

<申し込み〉

年長･･･3月19日(金)午前1l時､年中･･･3月13H
午前11時､いずれも中央公民館で受け付け

毎週水l1罷日
午後5時～7時

算数･生活指導等､個人の力を
{11ばす(対象は小学校4年生）

渋 谷 ビ ル
（本11.3丁目）

(土） 学習教室 ●

※各講座とも4月から平成12年3月まで(8月は休講）

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
、
楽
し

い
お
話
、
こ
わ
い
お
話
を
し
ま
す
。

４
歳
か
ら
、
歳
ま
で
の
チ
ビ
ッ

子
、
お
友
だ
ち
と
一
緒
に
来
て
く

だ
さ
い
。

▽
場
所
・
日
程

＊
市
民
会
館
第
４
会
議
室
…
３
月

４
日
宋
）
由
旦
木
）

＊
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
．
：

３
月
、
日
宋
）
圭
日
未
）

＊
湖
北
台
分
館
（
バ
ー
バ
タ
イ
ム
）

。
：
３
月
哩
旦
金
）

▼
時
間
午
後
４
時
か
ら
４
時
調

分
（
た
だ
し
、
湖
北
台
分
館
は
４

時
加
分
ま
で
）

●

◎
市
民
図
醤
館

◎
湖
北
台
分
館

◎
布
佐
分
館

◎
移
動
図
書
館

’
あびこ は

な
し
会

図
書
館

だ
よ
り

公
（
“
）
１
１
１
０

垂
（
師
）
３
０
５
５

垂
（
閉
）
１
３
１
１

壷
（
師
）
０
９
０
９

別
一 夕

春
が
訪
れ
る
と
、
道
端
や
空
き

地
で
タ
ン
ポ
ポ
の
黄
色
い
花
が
目

立
っ
て
き
ま
す
。
都
市
化
が
進
み

今
は
昔
か
ら
あ
る
在
来
種
の
タ
ン

ポ
ポ
よ
り
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
原
産

の
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
の
方
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ
ポ
は
明
治
時

代
に
札
幌
農
学
校
が
創
設
き
れ
た

頃
、
サ
ラ
ダ
菜
と
し
て
日
本
へ
移

◎
湖
北
台
分
館
▼
作
品
朝
の
光
（
Ｐ
辺
、
あ
る

Ⅱ
写
真
Ⅱ
朝
（
Ｆ
里
、
開
墾
地
（
Ｆ
里

▼
作
品
谷
川
岳
、
マ
チ
ガ
沢
出
署
夏
（
Ｆ
里

合
か
ら
の
谷
川
岳
、
一
ノ
倉
沢
．
▽
作
者
中
川
邦
彦
（
湖
北
台
）

大
岩
壁
、
白
毛
門
、
朝
日
岳
▽
展
示
期
間
両
館
と
も
３
月
、

▼
作
者
齊
藤
腫
群
夫
（
湖
北
台
）
日
丞
か
ら
４
月
皿
旦
且

※
１
月
か
ら
、
第
１
・
第
３
木
曜
日
に
巡
回
す
る

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

;識:そよかぜ号 ミ
ニ
ギ
ヤ
ラ
リ
！

3月の日程(荒天中止）
曜日｜日’ 場所

湖北地区公民館

中峠亀田谷公園

柴崎台4号公園

身体障害者福祉センター

新木北公園

久寺家あけぼの公園

東急ショッピングセンター製

三洋電機社宅入口

カクライ家具駐車場

台田池尻公園

天王台東児童公園

浅野谷3号公園

根戸近隣センター

東急ショッピングセンター裏

、
ｊ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
５
０
５
０
５
０
０
０
０
０
０

後
石
叫
心
叫
心
叫
心
刈
り
心
石
心
斗
Ｕ

午
１
２
４
２
４
２
４
２
３
４
２
４
２
４

″
Ｉ
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

間
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

時
哩
劉
却
却
和
却
却
咽
調
理
却
刃
加
和

ｾｲﾖｳﾀﾝポﾎ゙ ３
・
汀

水

|木’(きく科） ４
．
幅

木
，

５
．
ね

一
幅
鋪
雑
峅
館

金
入
さ
れ
ま
し
た
。

ぜ
つ

タ
ン
ポ
ポ
の
花
は
小
さ
な
舌

搾
極
淑
沢
山
集
ま
っ
た
も
の
で

周
り
を
癖
識
岸
涜
取
り
囲
ん
で

い
ま
す
が
、
セ
イ
ヨ
ウ
タ
ン
ポ

曹
籍
鮒
崇
需
返
る

の
が
特
徴
で
す
。
花
期
が
長
く

受
粉
し
な
く
て
も
種
子
が
で
き

る
の
で
在
来
種
よ
り
繁
殖
力
が

旺
盛
で
す
。
果
実
は
熟
す
と
白

か
ん
も
う

い
冠
毛
を
傘
の
よ
う
に
広
げ
、

風
に
乗
っ
て
遠
く
ま
で
飛
ん
で

行
き
ま
す
。

「
春
の
日
の
夕
か
げ
り
て
も

あ
か
る
き
に
早
く
も
つ
ぼ
輪

ほ
ぼ公

英
の
垂
岡
麓

タ
ン
ポ
ポ
は
傷
を
つ
け
る
と

白
い
乳
液
が
で
ま
す
。
根
を
乾

燥
し
、
煎
じ
て
飲
む
と
健
胃
・

消
化
促
進
に
効
が
あ
る
と
い
い

ま
す
。

（
文
・
写
真
佐
久
間
俊
行
）

０
４

１
．
２

水

１
５

１
．
２

木

旭
・
配

金
、 ノ

~~~司

繍｡鰯
93㎡

使用期閥01月078力
今回指針566,i
前 回 指 針473耐
旧メータ水量0㎡

今回使用水堂

上水道料金27,580円内淵潤税額1,313円
下水道料金16,654円内消灘税額793円
閉開栓手 数料0円

上水道料金鯛｝円下水趨斗金紺）円
閉開挫手数料{糊）円

請求金額44,23 4 円

振替橋金 額 3 0 , 466円＝
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＝

＝ 1999.3.1第992号
-－

初
め
て
妊
娠
き
れ
た
方
を
対
象
指
墓
医
・
地
域
主
治
医
・
訪
問
看
護
・

に
、
妊
娠
中
の
歯
科
衛
生
や
赤
ち
▼
費
用
保
険
診
療
扱
い
で
す
行
政
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

や
ん
の
歯
を
丈
夫
に
育
て
る
た
め
（
老
人
医
療
受
給
者
証
を
用
意
し
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

の
お
話
を
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
て
く
だ
さ
い
）
患
者
・
家
族
の
方
々
、
在
宅
ケ

加
く
だ
き
い
◎

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
竃
ア
に
従
事
す
る
専
門
職
の
方
の
参

▼
日
時
３
月
お
旦
木
）
午
後
１
話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
貧
逗
１
１
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
犯
分
か
ら
３
時
・
３
１
へ
▼
日
時
・
場
所
３
月
叫
日
（
日
）

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

午
後
２
時
か
ら
４
時
、
ざ
わ
や
か

▽
講
師
浅
海
登
志
雄
（
我
孫
子
子
ど
も
⑳
ユ
ボ
Ｉ
シ
障
害
と
ち
ぱ
県
民
プ
ラ
ザ
参
加
無
料
）

鬘
三
塁
雲
馬
蕊
、
繁
噌
毫
鑿

市
歯
科
医
師
会
）

守
定
員
先
着
如
人

マ
参
加
費
無
料
▼
日
時
３
月
“
日
（
日
）
午
後
２
▽
定
員
先
着
１
５
０
人

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
時
か
ら
４
時
（
入
場
無
料
）
▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
３
月
型
旦
水
）
ま
で
に
保
健
セ
マ
場
所
新
木
近
隣
セ
ン
タ
』
話
で
柏
保
健
所
疾
病
対
策
班
云

ン
タ
ー
冥
逗
１
１
３
１
へ
▼
講
師
浅
井
利
夫
重
皐
女
子
（
色
１
２
５
５
へ

。
●
＠
口
。
。
。
●
ｃ
ｃ
、
。
。
。
⑨
、
。
。
⑦
。
。
。
。
。
●
●
●
。
●
回
。
。
。
。
。
。
＠
●
。
●
○
○
○
。
。
。
●
●
○
Ｄ
Ｃ
。
。
、
●
⑪
＠
。
。
○
ｃ
ｏ
ｏ
○
○
○
⑥

予
防
接
種
は
医
療
機
関
で

受
け
ま
し
ょ
う
。

実
施
医
療
機
関
と
予
防
接
種
の

詳
細
は
、
乳
幼
児
は
予
防
接
種
ノ

ー
ト
、
小
・
中
学
生
は
予
診
票
に

添
付
の
注
意
書
き
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
市
外
の
小
・
中
学
校
に
通
っ

て
い
る
方
は
、
予
診
票
を
保
健
セ

ン
タ
ー
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
母
子
健
康
手
帳
、
予
診

票
、
印
鑑

▼
費
用
対
象
年
齢
内
は
無
料

凸

一壽 繍。
ヘ
＃
１
〃
制
刷
ｑ
ｊ
ｄ
お
む
ね
霊
以
上
で
、
歯
科
医
院
難
病
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

○
ゞ

に
通
院
不
可
能
な
方

齪
諏
歎
剛
釦
蝿
職
蝿
鱗
癖
蕊
騨
鵡
蛎
噛
灘

巳

3月の日曜｡休日当番医
診療時間午前9時から午後5時

持参健康保険証と診療費

詞

劉型窪 乳

康
襲
駕

健
ガ
頚
ｓ
蕊
淳
澤
…
ｉ
！
：

、

予防接種名 対象年齢。接種回数
4歳未満・ツベルクリン反応
検査の結果、陰性反応の場合
はBCGを1回接種

生後12月から90月未満･1回接種

生後3月から90月未満･I期初ロ
(3回)及び1期追加1回接種※百日
せきにかかった人は二種混合を接種

11歳から13歳未満(小学6年生に
予診票を配布)・第Ⅱ期1回接種

生後12月から90月未満、12歳か
ら16歳未満（中学2年生に予診
票を配布)･1回接種

生後6月から90月未満・初回
（2回）及び追加1回接種

9歳から13歳未満（小学4年生
に予診票を配布）．1回接種

14歳から16歳未満（中学3年生
に予診票を配布）．1回接種

’

ツベルクリン反応
及びBCG接種

麻疹（はしか）

ジフテリア三種
混合 百日せき

破傷風

藷|鰯ﾘｱ’

’

１
１

風し ん
1

11
第1期

篤1期

第Ⅲ期

日本脳炎
’

’ 」

マ
日
時
３
月
過
日
（
土
）
午
前
、

時
か
ら
正
午

▼
場
所
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
内
容
①
学
科
講
習
②
デ
モ

犬
に
よ
る
模
範
演
技
、
同
伴
犬
の

実
技
訓
練

▼
参
加
蜜
５
０
０
円
蚕
料
代
）

▽
定
員
先
着
和
人
（
犬
を
同
伴

す
る
方
は
、
事
前
に
申
し
出
て
く

だ
き
い
◎
た
だ
し
、
先
着
和
人
）

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電

話
で
３
月
８
日
ま
で
に
柏
保
健
所

食
品
衛
生
班
冥
印
）
１
２
５
５
へ

昭
和
釦
年
か
ら
垂
年
に
生
ま
れ

た
方
は
、
ポ
リ
オ
の
免
疫
を
保
有

し
て
い
る
割
合
が
他
の
年
齢
層
に

比
べ
て
低
い
こ
と
が
厚
生
省
の
調

3月の 各種健診と健康教室 ポ
リ
オ
一
達
順
獅
種

犬
の
正
し
い
飼
い
方
。

し
つ
け
方
教
室

（
基
礎
講
座
）

保健センター

項目｜期日’
湖北台1の12の16窓(87)1131

’
、

時間 内容（その他）項目 期日 対象

受付
12:45～13:00

ビデオ･産科医の話､お風呂の入れ
方など（電話で予約）

父親･母親になる
方･家族の方しあわせ学級 19日

持参･･･母子健康手帳、筆記用具、
バスタオル(5日)、歯ブラシ(12日）
(電話で予約）

受付
9:15～9:30

妊娠20～27週の

妊婦

I
母親学級 5日､12日

難庶離の’
平成10年11月生まれ
（対象児に通知）

身体測定､赤ちゃん体操､栄養歯科・
育児相談など持参…母子健康手帳

2日、9日
16日

3カ月児相談
査
で
わ
か
り
ま
し
た
。

昭
和
釦
年
か
ら
粟
年
に
生
ま
れ

血
呼
Ｉ
ふ
い’

た
方
は
、
＊
ポ
リ
オ
ウ
ィ
ル
ス
常

画
』

在
国
に
渡
航
す
る
と
き
＊
お
子
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉめ

ざ
ま
が
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

受
け
る
と
き
に
再
度
ポ
リ
オ
ワ

た

ク
チ
ン
の
予
防
接
種
を
受
け
る
こ

る

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
場
合
の
予
防
接
種

‐
Ｕ
″
Ｉ
』

は
有
料
と
な
り
ま
す
。

※
実
施
機
関
等
詳
し
く
は
、
保
健
、
鮭
混
哩

籠
蔑
謬

セ
ン
タ
ー
壷
（
師
）
１
１
３
１
へ

４
月
に
開
設
す
る
ケ
ア
ハ
ウ
ス

の
入
居
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
姿
勢
や
明
る
き
に
気
を
つ
け
て

▼
入
居
資
格
一
定
の
収
入
が
あ
も
、
何
時
間
も
続
け
て
読
書
な
ど

り
、
自
立
し
て
生
活
が
可
能
な
印
を
す
る
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

歳
以
上
の
方
で
、
事
情
に
よ
り
自
長
時
間
、
続
け
て
読
書
な
ど
を

宅
で
の
生
活
が
困
難
な
方
す
る
時
に
は
、
１
時
間
位
し
ま
し

》
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
電
た
ら
約
、
分
位
、
目
を
休
め
る
事

話
で
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
久
が
必
要
で
す
。

遠
塑
愛
逗
３
１
４
１
へ
自
分
の
ペ
ー
ス
で
仕
事
が
で
き

身体測定､栄養･歯科相談､育児相談
持参･･母子健康手帳

乳幼児の育児につ
いて相談のある方

受付
13:30～14:30育児相談 '2日

平成10年9月以前生まれで1回目
･平成10年12月8日以前に1回目；
母子健康手帳､予診票(予防接種ノー

Iを受ける方
を投与した方
卜に添付)、体温

日
狛
参

９
２
持

小児マヒ生ワクチン
(ポリオ)投与

受付
13:15～14:15

9日､23日
計

’
持参･･･母子健康手帳、健診票
歯ブラシ（親と子の2本）

受付
9:15～10:30

平成9年8月生まれ
（対象児に通知）1歳6カ月児健康診査 4日､l旧

’
持参･･･母子健康手帳､通知ハガキ
歯ブラシ(親と子の2本)､コップ
タオル’

平成8年7月生まれ
（対象児に通知）

受付
9:15～10:302篇8カ月児歯科検診 25日

’
受付
12:45～13:45

持参…母子健康手帳､健診票､歯ブ
ラシ(親と子の2本)、尿､アンケート

平成7年8月生まれ
（対象児に通知）3歳児健康診査 15日､18日

’
簡単にできる離乳食のつくり方､試
食電話で予約（先着20人）

受付
9:30～10:00

離乳食教室 乳児を持つ母親19B

躯､'6日’:ib_,3:301鬮曜纏撫鰄撫装歯の諮稜上|肩こり,腰痛教室

|栄養相談｜
|酒害相談｜
|ｱﾙｺーﾙ家撒室’

’
電話で予約|指導を受けたい方|ｶﾛﾘー ﾁｪｯｸ､献立ｱドバｲｽ随時

5日

12B

アルコール問題を
13:30～15:00

抱えた本人、家族

｡

グループミーティング

お気軽にご相談ください

※該当者で個人通知が届かない方は保健センターにお問い合わせください

な
い
時
で
も
、
時
々
席
を
た
っ
た
一

り
し
て
目
を
休
め
る
よ
う
に
し
た
一

方
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
一

ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
も
な
り
ま
す
。
一

ま
た
、
遠
く
を
見
る
よ
う
に
す
一

る
事
、
特
に
緑
の
木
々
が
効
果
的
一

と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
「
ぼ
ん
一

や
り
」
眺
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
一

き
い
。
そ
の
時
は
心
も
「
ぼ
ん
や
一

旦
で
す
。

人
間
の
集
中
力
に
も
限
界
が
あ
一

り
ま
す
。
小
・
中
学
校
や
高
校
で
一

１
時
間
の
授
業
を
う
け
た
後
、
休
一

み
時
間
が
あ
る
の
も
、
そ
の
た
め
一

で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医
師
一

会
合
（
配
）
５
５
２
５

ー

柏保健所柏市柏255（国道6号呼塚交差点付近)窓(67)1255

|乳幼児雑相談’
’

発達の遅れが心配
な2歳までの子

発達心理相談員･保健婦の相談・
指導電話で予約(地域指導班）

13日 10:00～16:00

｜’
整形外科的に心配
な18歳未満の子

整形外科医の診察､保健婦の相瀞
指導持参･･母子健康手帳

療育相談 25日 I3:00～14:00

精神保健相談員の相談
専門医の相談は予約が必要です

アルコール問題を
抱えた本人、家族ｱﾙｺー ﾙ伽ごと僻 旧､16日 14:00～16:00

5日､12日
19日､26日

精神保健相談員の相談
嘱託医の相談は予約が必要です

精神病、精神神経
症で悩んでいる方

心の健康相談 14:00～16:00

川
上
進
化

一
り

一
切

雲
阯
藍
ず
立
読
み
の
本
置
き
が
た
し
中
野
談

撫

。
《
ノ
、

岬
》
赤
子
ル

ー
や
唖
》
輌
緬
ふ
い
ま
新
母
の
腕
の
中
月
満
ち
た
り
て
生
ま
れ

岡
規
子

一
娠
跨
淵
亡
き
妻
の
末
路
を
思
ふ
朝
夕
や
友
と
逢
瀬
に
語
る
穂

一
部
川
”
の
な
し

岩
戸
亨

い
炎
ご
つ

一
州
雌
姻
筆
轆
如
轆
嘩
凍
て
た
り
屹
と
し
て
立
ち
は
だ
か
り
ぬ

川
上
進
也

一
趣
躯
〒
寒
中
の
入
日
お
も
む
ろ
に
移
り
ゆ
き
富
士
よ
り
左
に

一
芸
月
先
日
脚
の
び
た
り

山
口
魁

一
文
毎
募
か
や
ぶ
き
噂
害

一
は
応
茅
葺
も
標
も
君
の
残
し
た
る
脇
本
陣
を
消
す
こ
と
は

な
ら
じ

三
谷
和
夫

ご
ほ
う

選
故
里
の
野
菜
届
き
て
土
つ
き
し
牛
篝
に
母
と
掘
り
し

太
日
々
恩
ふ

奥
理
吏
江

寛
婚
霧
の
夢
な
ほ
鮮
明
に
亡
き
夫
の
声
と
仕
草
の
ひ
と

一
馴
嶢
蔀
辨
誰
う
に
鳴
令
襟
飛
び
立
つ
庭
木
に
鑿

関
口
静
江

わ
か
め

伸
ぷ
見
ゆ

中
野
武

金
婚
に
心
ば
か
り
と
娘
の
呉
れ
し
通
院
バ
ッ
グ
は
我

れ
に
ふ
き
は
し

新
堀
孝
女

房
総
の
沖
曙
に
染
ま
り
き
て
孫
は
歓
喜
す
初
日
出
づ

る
と
き

宮
原
秀
子

一
命
⑤
③
借
翰
ｅ
⑪
②
⑪

一
Ⅱ
譲
り
ま
す
Ⅱ
Ⅱ
譲
っ
て
く
だ
さ
い
Ⅱ

一
▽
無
料
で
＊
世
界
文
学
全
集
＊
ミ
シ
ン
〈
伊
藤
實
聖
０
４
８

－
（
集
英
社
）
、
世
界
大
百
科
事
典
７
〉
＊
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
〈
飯

一
（
平
凡
社
）
〈
押
砺
壷
（
理
）
５
３
塚
壷
（
群
）
１
５
８
８
〉

－
２
２
〉
＊
ペ
ー
タ
ー
録
画
済
ビ
マ
申
し
込
み
各
連
絡
先
に
直
接

盲
ア
オ
テ
ー
プ
〈
石
塚
雲
聖
３
５
電
話
し
て
く
だ
さ
い
。

－
４
４
〉
＊
ロ
ッ
ク
ミ
シ
ン
〈
有
マ
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課
云

一
井
云
（
群
）
４
８
９
８
〉
（
露
）
１
１
１
１
内
線
３
２
９

俳句
竹内．日選

お
し
み
お

相
寄
り
て
ひ
と
す
じ
と
な
る
鴛
総
の
水
尾倉

田
淑
子

ほ
し
な
く
り

干
菜
吊
る
禅
寺
の
庫
蕊
深
閑
と
青
山
陽
子

ど
ん
ど
待
つ
福
餅
ち
ぎ
り
食
べ
な
が
ら

渋
谷
多
佳
子

大
寒
や
黒
猫
ひ
ら
と
塀
を
越
ゆ
宮
腰
多
加
雄

は
ら
か
ら
の
二
人
と
な
り
し
竜
の
玉
松
浦
白
梅

は
た

待
春
や
民
話
織
り
込
む
機
の
町
海
老
原
千
代
子

丸
文
字
の
イ
ラ
ス
ト
も
あ
り
受
験
絵
馬

川
上
進
也

雲
阯
藍
ず
立
読
み
の
本
置
き
が
た
し
中
野
武

蝋
梅
の
一
枝
で
足
る
ロ
ビ
ー
か
な
岡
野
裕
亮

跡
継
ぐ
と
決
め
し
息
子
と
耕
せ
り
秋
田
善
実

り
か
ノ
、

春
の
土
膨
ら
む
音
の
あ
り
に
け
り
柳
富
美
子

ｆ

春
待
つ
や
仕
上
げ
に
付
け
る
色
釦
壁
谷
千
鶴
子

何
思
ふ
い
ま
新
母
の
腕
の
中
月
満
ち
た
り
て
生
ま
れ

し
命
岡
規
子

亡
き
妻
の
末
路
を
思
ふ
朝
夕
や
友
と
逢
瀬
に
語
る
穂

の
な
し

岩
戸
亨

い
炎
ご
つ

袋
田
の
滝
は
東
て
た
り
屹
と
し
て
立
ち
は
だ
か
り
ぬ

冬
日
の
中
に
川
上
進
也

寒
中
の
入
日
お
も
む
ろ
に
移
り
ゆ
き
富
士
よ
り
左
に

日
脚
の
び
た
り

山
口
魁

か
や
ぶ
さ
け
や
ご

茅
葺
も
標
も
君
の
残
し
た
る
脇
本
陣
を
消
す
こ
と
は

な
ら
じ

三
谷
和
夫

ご
ほ
う

故
里
の
野
菜
届
き
て
土
つ
き
し
牛
篝
に
母
と
掘
り
し

日
々
恩
ふ
奥
理
吏
江

さ
ぞ

昨
夜
の
夢
な
ほ
鮮
明
に
亡
き
夫
の
声
と
仕
草
の
ひ
と

日
眼
の
先
に

関
口
静
江

舌
鼓
打
つ
や
う
に
鴫
令
緬
か
飛
び
立
つ
庭
木
に
蝿
芽

わ
か
め

伸
ぷ
見
ゆ
中
野
武

金
婚
に
心
ば
か
り
と
娘
の
呉
れ
し
通
院
バ
ッ
グ
は
我

れ
に
ふ
き
は
し

新
堀
孝
女

房
総
の
沖
曙
に
染
ま
り
き
て
孫
は
歓
喜
す
初
日
出
づ

る
と
き

宮
原
秀
子

「

周

7日

14日

21日

22日

28日

病。医院名

平和台病院

横山眼科医院

我孫子聖仁会病院
－

湖北台診療所

我孫子つくし野病院

平和 台病院

我孫子東邦病院

あさひI剛･クリニック

電話

89-1111

82-5403

88－3111

88-8768

84-2211

89－1111

82-8166

86-2311

休日救急歯科診療所（市民会館内）
日曜･休日の午前
9時から11時30分

窓(84)1311
(時間内のみ）

夜間に急病のときは

誰隈恐(Sﾌ)114‘
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操作はかんたん1便利な自動発行機の操作手順（画面表示）

自動発行機のご利用を国圃ロロ回国･画国画口図口画：

▼

《住民票を選択》

いらっしゃいませ

カードをお入れください。

ロ
ロ
ロ
日
ロ
日
圃
■
回
国
画
趣
ロ
■
ロ
■
ロ
画
■
国
■
■
ロ
ロ
ロ
ロ
回
■
ロ
■
■
■
■
■
回
■

4

萢印鍔害録証明書・住民票が取（必要とする証明書の種類をお選びくロ
ロ
画
▼ 蚕一員1世帯

F

の 一 部世 帯
市
で
は
、
住
民
票
と
印
鑑
登
録
証
明
書
を
市
役
所
閉
庁
の
土
曜
・
日
曜
日
に
も
発
行
で
き
る
よ

う
、
市
内
４
カ
所
に
自
動
発
行
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
自
動
発
行
機
で
は
、
申
請
書
が
必
要
な

く
、
「
印
鑑
登
録
証
。
あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
」
を
挿
入
し
、
暗
証
番
号
と
手
数
料
を
入
れ
る
だ
け

の
簡
単
な
操
作
で
、
必
要
な
証
明
書
が
自
動
的
に
交
付
さ
れ
ま
す
。
ま
だ
、
磁
気
カ
ー
ド
に
切
り

替
え
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
市
役
所
市
民
課
・
各
支
所
の
窓
口
で
、
手
続
き
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

証明書の種類をお選びくだ
函
示 ロ

。
▼

印鑑登録証明書

'世帯全員の証明書を交付します

お確かめのうえ、確認をお押しください

手賀太郎昭和10“､24手賀花子昭棚15．11．2
手賀恵子平成“07.31

kmWn應訓力

回
国
画
▼

暗証番号を
お押しください。

画
画
▼口 ロ

ロ ■
己ロ ロ 国 ■ 副 口 田 口 ■

ロ

▽

《印鑑登録証明書を選択》
随に応じて識鞭をお選び《ださぶ極‘

パスポー

ローンIiI

畷

'用途に応じて記載事項をお選びください｡‘

用 途記赦事項か
パｽー ﾄ”･年金II1剛など｜本籍続柄を記繭する｜

ローンサI師扶饗申閑など世滞主･続柄を記載する

運転触潅申鮒など 本籍筆頭肴を記載する
聴取申舗など 本籍･続柄は記載しない

請求内容が正しければ､確認を
押してください。

証明瞥の鰯印鑑証明

必要部散1部

該当者氏名手賀太郎

、亟函瞳 ﾖ力

指で軽く画面にふれて、入力します

市
で
は
、
住
民
票
や
印
鑑
登
録

証
明
書
が
交
付
で
き
る
自
動
発
行

機
を
、
市
役
所
本
庁
、
湖
北
地
区

公
民
館
、
市
民
プ
ラ
ザ
、
図
瞥
館

布
佐
分
館
の
４
カ
所
に
設
置
し
て

い
ま
す
。
（
下
表
参
照
）

住
民
票
な
ど
が
必
要
な
と
き
、

市
役
所
や
支
所
の
窓
口
に
出
向
か

な
く
て
も
、
暗
証
番
号
が
登
録
し

て
あ
る
、
「
印
鑑
登
録
証
．
あ
び

こ
市
民
カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
あ
び

こ
市
民
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
の
方

は
、
お
近
く
に
設
置
き
れ
て
い
る

自
動
発
行
機
を
利
用
し
て
、
待
ち

時
間
も
な
く
簡
単
に
取
る
こ
と
が

ｐ
ｐ
ｖ 簡

単
な
操
作
で

証
明
書
を
交
付

ざ

。
画
。
▽

必要とする部数をお押し
ださい。

日画回国ロロ回国回■砧

サ ：
〔

■
日
■
■
■
■
■
四
口
■
■
■
■
■
国
臼
■
■
■
国

ロ
ロ
▼金額をお確かめのう

手数料をお入れ〈だ
ご指定の内容をお確かめのうえ、

確認をお押しください。

斑明脅の鰯世帯全員

記戦襲項 本籍･続柄を記載する
必要部数1部

F而詞 歴罰力

で
き
ま
す
。
（
操
作
手
順
を
参
照
）

ま
だ
、
自
動
発
行
機
で
使
用
す

る
磁
気
カ
ー
ド
に
交
換
が
お
済
み

で
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会

に
市
民
課
・
各
支
所
の
窓
口
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

※
市
で
は
、
自
動
発
行
シ
ス
テ
ム

の
運
用
に
関
し
て
、
個
人
情
報
の

保
護
、
不
正
使
用
の
防
止
に
万
全

を
期
す
た
め
、
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置
、
暗
証
番
号
を
３
回
押
し
間
違

え
る
と
使
用
で
き
な
く
な
る
等
の

対
策
を
講
じ
て
い
ま
す
。

自
動
発
行
機
を
利
用
す
る
に
は
、

「
磁
気
カ
ー
ド
」
に
、
本
人
の
「
暗

証
番
号
」
を
登
録
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

一
カ
ー
ド
の
種
類
・
使
用
目
的
一

＊
印
鑑
登
録
証
。
あ
び
こ
市
民
カ

ー
ド
：
印
鑑
登
録
証
明
醤
、
ま
た

は
住
民
票
を
取
る
と
き
に
使
用
し

利
用
す
る
に
は

塵
芳
Ｉ
ド
ガ
必
要

画
ｐ
ｐ
ｖ

証明書をお受け取り<だ

さい。

‘りがとうござい乳にツ
国■

■■■■ロロ■■ロロ■■■回■

｜
’

ま
す
。
（
写
真
）

＊
あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
…
住
民
票

だ
け
を
取
る
と
き
に
使
用
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
発
行
し
て
い
た
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
「
印
鑑
登
録
証
」

カ
ー
ド
は
、
自
動
発
行
機
で
は
使

用
で
き
ま
せ
ん
。

※
既
に
「
印
鑑
登
録
証
。
あ
び
こ

市
民
カ
ー
ド
」
を
お
持
ち
の
方
で

も
、
カ
ー
ド
の
取
得
・
交
換
時
に

「
暗
証
番
号
」
の
登
録
が
き
れ
て

い
な
い
方
は
、
自
動
発
行
機
が
利

用
で
き
ま
せ
ん
。

利
用
す
る
に
は
「
暗
証
番
号
」

の
登
録
が
必
要
で
す
。
（
手
続
き

今印鑑登録証。あびこ市民カード

に一三一一印
鑑
登
録
証
明
書
は
、
不
動

産
の
登
記
や
自
動
車
の
登
録
な

ど
に
使
う
大
切
な
も
の
で
す
。

市
民
課
・
各
支
所
の
窓
口
で

は
、
登
録
の
手
続
き
に
は
慎
重

を
期
し
て
い
ま
す
。

▼
登
録
で
き
る
方

喝
歳
以
上
で
、
我
孫
子
市
に

住
民
登
録
し
て
い
る
か
、
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
人
（
禁
治

産
の
宣
告
を
受
け
て
い
る
人
を

除
く
）

▼
登
録
す
る
印
鑑

１
人
１
個
で
す
。
家
族
で
同

じ
印
鑑
の
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
登
録
で
き
な
い
印
鑑

①
住
民
基
本
台
帳
ま
た
は
外
国

‐
１
１
１
－新

規
印
鑑
登
録
の
手
続
き
方
法

登
録
者
に
は
、
「
印
鑑
登
録
証
。
あ
び
こ
市
民
カ
ー
ド
」
を
交
付

M．
＝

壁蝿勝署

0000000

〃
型

い

耐の鰯オオバン

人
登
録
原
票
に
記
載
き
れ
て
い
る

氏
名
以
外
を
表
し
て
い
る
も
の

②
ゴ
ム
印
な
ど
変
形
し
や
す
い
も

の
や
指
輪
の
も
の

③
印
影
が
不
鮮
明
な
も
の
や
印
鑑

の
一
部
が
欠
け
て
い
る
も
の

④
印
影
の
大
き
さ
が
８
帳
以
下
の

も
の
、
ま
た
は
率
症
以
上
の
も
の

マ
登
録
申
請
の
方
法

本
人
が
登
録
す
る
印
鑑
を
お
持

ち
に
な
っ
て
、
市
民
課
・
各
支
所

で
直
接
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

な
お
、
や
む
を
得
ず
代
理
人
に

申
請
を
依
頼
す
る
場
合
は
、
登
録

す
る
方
の
自
筆
の
「
代
理
人
選
任

屋
が
必
要
で
す
。

▽
登
録
手
数
料
２
０
０
円

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
「
印
鑑
登

録
証
」
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

自
動
発
行
機
利
用
の
有
無
に
か
か

わ
ら
ず
、
無
料
で
「
磁
気
カ
ー
ド
」

に
交
換
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

一
カ
ー
ド
の
交
換
一

▽
持
参
す
る
も
の
①
現
在
お
持

ち
の
旧
印
鑑
登
録
証
②
認
め
印

※
交
換
は
代
理
人
で
も
可
。

一
暗
証
番
号
の
登
録
一

本
人
以
外
の
方
が
、
カ
ー
ド
を

不
用
意
に
使
用
で
き
な
い
よ
う
暗

証
番
号
の
登
録
が
必
要
で
す
。

▼
登
録
で
き
る
方
印
鑑
登
録
し

て
い
る
本
人
の
み

※
代
理
人
は
登
録
で
き
ま
せ
ん
。

▽
持
参
す
る
も
の

①
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き

る
官
公
署
が
発
行
し
た
写
真
つ
き

方
法
は
、
次
の
一
暗
証
番
号
の
登

録
｝
棚
を
参
照
）

力
ｌ
ド
の
交
換
と

暗
証
番
号
登
録
を

《
申
請
日
に
登
録
で
き
る
場
合
》

次
の
①
．
②
の
い
ず
れ
か
を
本

人
が
持
参
し
た
場
合
は
、
そ
の
日

に
「
印
鑑
登
録
証
。
あ
び
こ
市
民

カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。

①
申
請
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
る
宮
公
署
が
発
行
し
た
顔

写
真
つ
き
の
免
許
証
、
身
分
証
明

書
、
許
可
書
（
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
、

外
国
人
登
録
証
等
の
い
ず
れ
か
一

つ
を
持
参
し
た
場
合
。

②
本
市
で
印
鑑
登
録
を
し
て
い
る

人
が
、
印
鑑
登
録
申
請
の
保
証
を

し
た
場
合
。

ま
た
、
同
時
に
「
暗
証
番
号
」

の
登
録
を
す
る
と
、
市
内
４
カ
所

の
自
動
発
行
機
が
利
用
で
き
ま
す
。

の
免
許
証
、
身
分
証
明
書
、
許
可
以
内
に
、
こ
の
回
答
書
と
認
め
印

響
（
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
、
外
国
人
を
申
請
窓
口
に
お
持
ち
に
な
る
と
、

登
録
証
明
書
の
い
ず
れ
か
一
つ
暗
証
番
号
が
登
録
で
き
ま
す
。

②
４
ケ
タ
数
字
の
暗
証
番
号
▽
受
付
場
所
・
時
間
市
役
所
市

※
本
人
と
確
認
で
き
る
書
類
が
な
民
課
・
各
支
所
、
午
前
８
時
犯
分

い
場
合
は
、
意
思
を
確
認
の
た
め
、
か
ら
午
後
５
時
（
た
だ
し
、
湖

直
接
本
人
宛
に
照
会
書
面
答
査
北
・
布
佐
支
所
は
正
午
か
ら
午
後

を
郵
送
し
ま
す
。
本
人
が
１
カ
月
１
時
ま
で
を
除
く
）

ｊ

▼
問
い
合
わ
せ
市
民
課
受
付
係
狂
轟
１
１
１
１

く

▼自動発行機設置場所・利用時間

設置場所 利用時間 休止日

市役所本庁
E面玄関内

祝日、振替休日、年末年
始

午前9時から
午後5時

毎週月畷日、祝日、振替
休日、年末年始
※月蝿日が祝日等の場合
は翌日も体I上

湖北 地区
公民館

I

壼
呈
録
に
日
数
を
要
す
る
場
《
呈

①
申
請
者
本
人
で
あ
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
醤
類
が
な
い
場
合
。

②
代
理
人
に
登
録
申
請
を
依
頼

す
る
場
合

①
。
②
に
該
当
す
る
場
合
は
、

本
人
の
登
録
の
意
思
を
確
認
す

る
た
め
、
直
接
本
人
宛
に
照
会

醤
（
回
答
誉
）
を
郵
送
し
ま
す
。

回
答
醤
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
し
、
本
人
が
１
カ
月
以
内

に
、
こ
の
回
答
密
と
認
め
印
を

申
請
窓
口
に
お
持
ち
に
な
る
と
、

「
印
鑑
登
録
証
．
あ
び
こ
市
民

カ
ー
ド
」
を
交
付
し
ま
す
。

※
回
答
書
の
提
出
も
代
理
人
に

依
頼
す
る
場
合
は
、
「
代
理
人

選
任
届
」
と
代
理
人
の
認
め
印

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
自
動
発
行
機
を
利
用

す
る
た
め
の
、
暗
証
番
号
の
登

録
は
本
人
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

毎週木II油、祝日、振摺
休日、年末年始

午前101時から
午後7時

市民プラザ

毎週月l1艇日、第1水曜日、
祝日、振替休日、年末年
始、蔵瞥点検期間
※月ll冊日・第1水I棚が
祝日等の場合は翌日も体
ll二

図書館
布佐分館

午前9時30分
から午後5時

1１
１

－－

’
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住所や世帯に異動が生じたら､すみやかに届け出手続きを
1

11 こんなとき 届け出期間等の諸注意添付書類。持参するもの種類
1

1

■

0

*転出証明書
*届け出人の印鑑(認め印）
*年金手'帳(加入者）または基礎年金番号通知書
*国民健康保険証(転入する方が国民健康保険に加入
している世帯に転入する場合）

*在学証明書(転入する世帯に小・中学生がいる場合、
前住所地の小・中学校長発行のもの）

*老人医療受給賢格者は､健康保険証を持参

*実|際に住み始めた日から14日以内
*届け出人は、本人または世帯主です

｜｜｜他市区町村から我孫子市に
転入届

住
民Ｉ

市
民
課
。
各
支
所
で
受
付Ｉ

引っ越してきたとき

*届け出人の印鑑(認め印）
*印鑑登録証．あびこ市民カード(登録者）
*国民健康保険証(転出する方が国民健康保険に加入
している場合）

*健康手|順および老人医療受給者証(70歳以上の方）

*実際に住み始める日の2週間前から
*届け出人は、本人または世帯主です
*郵便局に転居届を出しておくと、一定期間新し
い住所に郵便物が転送されます

我孫子市から他市区町村に
転出届

引っ越すとき

登
*実際に住み始めた日から14日以内
*届け出人は、本人または世帯主です
*郵便局に転居届を出しておくと、一定期間新し
い住所に郵便物が転送されます

*届け出人の印鑑(認め印）
*印鑑登録証．あびこ市民カード(登録者）
*国民健康保険証(加入者）
*健康手帳および老人医療受給者証(70歳以上の方）

録 転居届

’
*届け出人の印鑑(認め印）
*印鑑登録証．あびこ市民カード(登録者）
*国民健康保険証(加入者）
*健康手1帳および老人医療受給者証(70歳以上の方）

*変更した|ﾖから14日以内
*届け出人は、本人または世帯主です
*世帯主の要件は、その世帯の生計を維持できる
方です

|世帯変更届世帯主または世帯員の変更

‘種類｜届け出場所(次のいずれか） 持参するもの 届け出期間等の諸注意

*届け出は、生まれた日から14日以内

*届け書に付いている出生証明書に医師等の証明が必要です

*届け出人人は､①父または母②法定代理人③同居者④医師⑤助産婦
⑥その他の立会者⑦公設所の長の順です

*届け出人の印鑑(認め印）

*母子健康手帳

*国民健康保険証(父､母が加入しているとき）

出
生
届

*届け出人の本籍地､住所地(所在地）

＊出生地

砥

9 ロ

「
I

市
民
課
。
各

’
婚
姻
届

*戸籍抄本または謄本1通（届け出地が本籍地
以外の人）

*届け出人(夫･妻)の印鑑(認め印）〈旧姓のもの〉
*未成年者の場合、父母の同意書

*夫または妻の本籍地､住所地(所在地）

*夫婦の新本籍地
*届け出人は、夫および妻になる人双方です

戸

一

■

■

■

■

Ｄ

Ｄ

ｈ

Ⅱ

Ｂ

８

Ｂ

８

Ⅱ

８

１

１

１

１

１

１

１

■

ｒ

ｒ

ｂ

ｌ

ｌ

Ｄ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

■

■

■

Ｂ

■

且

■

■

■

■

■

■

■

■

■

Ｂ

■

■

■

Ⅱ

■

■

日

１

日

Ⅱ

１

日

*婚姻中に称していた氏を離婚後も称する場合は、別の届け出（戸籍法

77条の2）も必要になります（同時または離婚日から3カ月以内に）

*届け出人は①協議離婚→夫婦双方②裁判離婚→申し立て人(成立また
は確定の日から10日以内に届け出）になります

*戸籍謄本1通(夫婦の現本籍地に届け出をす
るときは不要）

*届け出人の印鑑(認め印）〈夫､妻各1本〉
*国民健康保険証(加入者)、年金手帳(加入者）

離
婚

*夫婦の本籍地､住所地(所在地）

*離婚後に戻る本籍地、新本籍地

*届け出人の印鑑(認め印）
*死亡したAの印鑑登録証．あびこ市民カード(登録者）
*国民健康保険証(加入者）
*老人医療受給者証(70歳以上の方）
*年金手帳(加入者）

*届け書に付いている死亡診断書に医師等の証明が必要です

*届け出は、死亡した日から7日．以内

*届け出人は①同居の親族②同居していない親族③同居者④家主⑤地主
⑥家屋管理人⑦土地管理人③公設所の長の順です

＊死亡した人の本籍地､住所地(所在地）

|鯏人.樵地柵価棚
寒昔

’
*届け出人は､戸籍筆頭者およびその配偶者双方で、各署名抑印が必要
です

*新本籍の表示は、土地の地番または住居表示の街区符号のどちらでも
表示ができ、住所の表示と一致しないことがあります

*新本籍地

*現本籍地

*届け出人の住所地(所在地）

*戸籍謄本1通（届け出地に限らず必要となり
ます）

*届け出人の印鑑(認め印）

’
※届け出書の枚数は1通で結構です。届け出人の署名・押印は必ず本人が行ってください。
※戸籍の届け出は､市役所閉庁日でも受付していますが(守衛預かり）、内容審査ができませんので、後日来庁していただく場合や電話で問い合わせる場合があI)ます。

’

１
２１

年
金
に
加
入

120歳になったとき"印鑑

2会社をやめたとき"･印鑑･年金手|帳･退職証明書または離職票‘基
礎年金番号通知書

1転入したとき…印鑑･年金手帳･基礎年金番号通知書
2婚姻･離婚などによる氏名変更･･印鑑･年金手帳･基礎年金番号通

知書

3会社などに就職したとき…印鑑･年金手1帳･職場の健康保険証・基
礎年金番号通知書

4転出するとき"･転出先市町村役場へ

1転入してきたとき"･印鑑

2職場の健康保険をぬけたとき･･印鑑健康保険の離脱証明書
3子どもが生まれたとき…印鑑・国民健康保険証･世帯主の預金通帳
4生活保謹を受けなくなったとき･･印鑑生活保護廃止決定通知書

※同じ世帯に既に国保加入者がいる場合は、保険証をお持ちください

1転出するとき…印鑑、国民健康保険証

2職場の健康保険に入ったとき…印鑑・国民健康保険証と職場の健康
保険証または資格証明書

3死亡したとき…印鑑・国民健康保険証･葬祭を行った方の預金通帳
4生活保護を受けるようになったとき･･印鑑・国民健康保険証・生活

保護開始決定通知書

1住所｡世帯主。氏名・続柄が変わったとき"･印鑑･国民健康保険証
2s修学で他市町村に居住するとき…印鑑･国民健康保険証･在学証

（住民票を移した場合）明書転出届
3，長期にわたり旅行などをするとき…印鑑･国民健康保険証
4退職者医療制度に該当したとき･･･印鑑‘国民健康保険証･年金証書
5退職者医療制度に該当しなくなったとき…印鑑･国民健康保険証

※異動があったときは、必ず14日以内に手続きをしてください

ｊ
Ｉ
ｉ
１
ｌ
ｊ
、
’
１
０
１
、
ｊ
■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
く
１
１
１
！
４

国
保
に
加
入国

民
健
康
保
険
の
異
動

国
民
年
金

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金

そ
の
他

国
保
を
や
め
る

課
。
各
支 〔国保年金課年金係のみ受付〕

1第3号被保険者該当届…事業主等の証明を受けた第3号被{職者該当届

職瀞}灘繍，繍濯職
2基礎年金等受給申請(満65歳､障害､死亡時等）“･来庁前に電話を。
3保険料免除申請･･印鑑･年金手|限･基礎年金番号剛'1普・学生証(学生

のみ）※市外居住者は居住地力椛認できる書類

の

異
動

そ
の
他

’

(繍鵜鍔)'榊逵撫篭繧旗
＊販売店から購入…販売証明書(販売店で発行）・印鑑
＊個人間の売買"…譲渡証明書・旧ナンバーの廃車証明

書・印鑑

(し尿くみ取り)謡濡繍撫獅
手織をしてください｡＝市踊･鼓所‘徹離所で受付＝

※<み舳式の|､イレを伽している方が､転出・転居す
る場合は、電話で直接クリーンセンター窓(88)2547へ

、

受
付

妊娠届書の記入事項･･診断を受けた施設名、所在地、
分娩予定日等を必ず記入他

」
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市
で
は
、
４
月
か
ら
園
芸
教
室

を
開
催
し
ま
す
。
庭
木
の
管
理
や

花
壇
作
り
の
実
技
な
ど
を
含
め
て
、

や
ざ
し
く
解
説
し
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
程
・
内
容
下
表
参
照

▼
時
間
午
前
、
時
か
ら
正
午

▼
場
所
中
央
公
民
館

▽
講
師
高
野
光
利
（
樹
木
医
）

マ
定
員
知
人
（
全
日
程
受
講
で

我
孫
子
駅
北
口
自
転
車
駐
車
場
、

サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫
子
南
、

天
王
台
南
の
４
月
か
ら
の
利
用
者

を
募
集
し
ま
す
。
現
在
利
用
中
の

方
も
、
再
度
申
請
し
て
く
だ
き
い
。

▼
利
用
期
間
４
月
１
日
か
ら
平

成
哩
年
３
月
、
日
ま
で

▽
利
用
対
象
勤
務
先
や
家
が
各

駅
か
ら
５
０
０
ｍ
を
超
え
る
方

▼
募
集
台
数

＊
自
転
車
我
孫
子
駅
北
口
自
転

車
駐
車
場
。
：
２
８
８
９
台
、
サ
イ

ク
ル
パ
ー
ク
・
我
孫
子
南
…
１
０

９
４
台
、
サ
イ
ク
ル
パ
ー
ク
・
天

王
台
南
・
・
１
９
８
９
台

＊
原
動
機
付
き
自
転
車
（
サ
イ
ク

ル
バ
ー
ク
。
天
王
台
南
）
…
諏
台

▽
利
用
料
＊
自
転
車
（
屋
内
）

．
：
月
額
８
１
０
円
、
（
屋
上
。
天

王
台
南
）
：
．
年
額
３
７
２
０
円
、

‐
屋
内
自
転
車
駐
車
場

植木や草花の手入れを
学んでみませんか

現
在
利
用
中
の
方
も

園芸教室参加者募集
今

』
P

き
る
方
で
、
受
誰
経
験
者
を
除
く
）

篝
潔
瀧
電
在
宅
介
護
フ
エ
ァ
蕊
郷
霜
》
鶏

』 ▼
費
用
２
０
０
０
円
（
全
６
回

分
・
材
料
代
等
含
む
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
往

復
ハ
ガ
キ
（
１
人
１
枚
）
に
住
所

氏
名
、
砺
話
番
号
を
明
記
し
、
３

月
、
日
（
水
・
必
着
）
ま
で
に
我

孫
子
１
８
５
８
公
園
緑
地
課
緑
化

推
進
係
實
芭
１
１
１
１
内
線
５
４

４
へ
（
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で

き
ま
せ
ん
）

＊
原
動
機
付
き
自
転
車
（
天
王
台
ら
Ｂ
日
（
土
）
午
前
６
時
か
ら
、
時

南
）
：
・
月
額
２
０
３
０
円
お
よ
び
午
後
４
時
か
ら
８
時
（
日

マ
管
理
人
勤
務
時
間
各
施
設
と
曜
日
は
除
く
）

も
午
前
６
時
か
ら
、
時
、
午
後
４
▽
申
請
方
法
申
請
替
（
管
理
人

時
か
ら
９
時
百
曜
日
を
除
く
）
室
に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記

自
転
車
利
用
申
し
込
み
し
、
管
理
人
室
窓
口
に
提
出

▼
受
付
期
日
３
月
１
日
（
月
）
か
▽
利
用
決
定
申
請
書
を
一
括
審

ら
訓
日
（
水
）
午
前
６
時
か
ら
、
時
、
査
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

お
よ
び
午
後
４
時
か
ら
８
時
（
日
選
で
決
定
。
決
定
者
に
は
３
月
釦

曜
日
を
除
く
）
日
王
）
頃
ま
で
に
ハ
ガ
キ
で
抽
選
結

▽
申
請
方
法
お
よ
び
利
用
手
続
き
果
を
通
知
し
ま
す
。
（
抽
選
に
も
れ

①
申
請
普
客
施
設
の
管
理
人
室
た
方
は
、
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
予
約

に
用
意
）
に
必
要
事
項
を
明
記
し
、
簿
に
自
動
登
録
し
ま
す
）

管
理
人
室
窓
口
に
提
出
②
駐
車
亨
利
用
手
続
き

位
置
を
階
層
別
に
抽
選
で
決
定
①
利
用
決
定
者
は
管
理
人
室
ヘ
ハ

③
定
期
カ
ー
ド
を
窓
口
で
職
入
ガ
キ
を
持
参
②
駐
車
位
置
を
抽

④
定
期
シ
ー
ル
を
交
付
選
で
決
定
③
使
用
料
を
窓
口
で

原
動
徳
付
き
自
転
車
（
サ
イ
ク
ル
納
付
④
定
期
シ
ー
ル
を
交
付

パ
ー
ク
・
天
王
台
南
）
申
し
込
み
▽
問
い
合
わ
せ
交
通
整
備
課
壷

▽
受
付
期
日
３
月
１
日
（
月
）
か
（
芭
１
１
１
１
内
線
３
３
０

▼園芸教室日程』

４
月
曲
禺
降
の
利
用
申
請
を

の
利
剛
錐
卸
睡
募
集

I 在
宅
介
謹
フ
ェ
ア
は
、
介
護
に

つ
い
て
の
知
識
と
、
ち
ょ
っ
と
し

た
工
夫
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
日

常
の
介
護
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

介
護
で
お
悩
み
の
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
介
謹
に
つ

い
て
の
相
談
に
、
特
別
養
談
老
人

ホ
ー
ム
の
峨
員
が
お
答
え
し
ま
す
。

ﾛピー ｺｺｻー 卜

舂 の 曲 を
箏の涛奏で

３
月
の
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
は

春
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
、
箏
を

は
じ
め
と
す
る
邦
楽
の
ア
レ
ン
ジ

で
お
届
け
し
ま
す
。

現
代
的
な
等
の
音
色
を
、
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
６
日
王
）
午
後
５

時
如
分
開
演
（
入
場
無
料
）

▼
場
所
市
民
プ
ラ
ザ

▼
演
奏
曲
目
・
出
演
＊
春
の
唄

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
３
月
喝
日
（
土
）
午
後
１

時
か
ら
午
後
４
時
輻
分
（
入
場
無

料
）▼

場
所
湖
北
台
近
隣
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
、
ご
遠
噸
く
だ

き
い

▼
内
容
講
演
「
痴
呆
性
高
齢
者

「
気
象
庁
気
象
送
信
所
」
が
集
す
る
気
象
無
線
網
の
整
備
が
急
を
も
っ
て
閉
所
に
な
り
ま
す
。

３
月
１
日
、
本
州
か
ら
南
東
に
が
れ
て
い
ま
し
た
。
「
通
信
技
術
の
発
展
の
陰
で

約
２
０
０
０
ｍ
離
れ
た
太
平
洋
開
設
当
初
の
気
象
送
信
所
で
は
、
岡
田
武
松
先
生
ゆ
か
り
の
施
設

上
に
位
置
す
る
南
鳥
島
気
象
観
ラ
ジ
オ
ゾ
ン
デ
（
気
球
）
に
よ
る
が
な
く
な
る
の
は
、
本
当
に
さ

測
所
へ
の
短
波
送
信
を
最
後
に
高
層
気
象
観
測
を
行
い
、
昭
和
画
ぴ
し
い
で
す
」
と
最
後
の
所
長

そ
の
使
命
を
果
た
し
、
印
年
の
年
哩
月
か
ら
は
気
象
無
線
の
モ
ー
森
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

気
象
庁
気
象
送
信
所
が
閉
所

南
烏
島
へ
の
送
信
を
最
後
に
帥
年
の
歴
史
に
幕

陥
屈
閲
語

汀

あ
《

ｑ
ｋ
１
ア
ー
Ｉ
’
１
８
０
４
．
－
１

び
I

メ
ド
レ
ー
…
庄
田
里
恵
・
菊
地

き
み
づ
か

靖
子
（
箏
）
、
公
塚
恵
理
（
＋

て
つ
ざ
ん

七
絃
）
、
曽
我
哲
山
（
尺
八
）

＊
「
四
季
」
よ
り
春
、
ほ
か
・
：

い
わ
た
て

岩
立
美
佐
子
・
海
老
原
邦
江
・

谷
井
琴
子
・
岡
村
慎
太
郎
・
岡

な
ん
か
い
よ
し
こ

村
愛
（
箏
）
、
南
海
佳
子
（
三

絃
）▼

問
い
合
わ
せ
市
民
プ
ラ
ザ

壷
（
記
）
２
１
１
１

へ
の
行
動
科
学
的
対
応
に
つ
い

て
」
講
師
…
井
上
勝
也
（
筑
波

大
学
心
理
学
系
教
授
）
、
介
謹
用
品

の
展
示
、
介
護
体
験
談
発
表
、
介

護
実
減
、
介
謹
に
関
す
る
相
談

▽
問
い
合
わ
せ
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
わ
ら
く
（
特
別
養
謹
老

人
ホ
ー
ム
和
楽
園
内
）
冥
理
６
２

６
１歴

史
に
幕
を
閉
じ
ま
す
。

気
象
送
信
所
は
、
中
央
気
象

台
長
を
務
め
て
い
た
布
佐
出
身

の
岡
田
武
松
ぎ
ん
の
働
き
か
け

に
よ
り
、
地
元
か
ら
用
地
の
提

像
筵
受
け
、
昭
和
卿
年
１
月
、

「
中
央
気
象
台
布
佐
出
張
唾
と

し
て
開
設
き
れ
ま
し
た
。

当
時
の
日
本
は
、
昭
和
９
年

に
死
者
・
行
方
不
明
者
３
０
６

６
人
を
だ
し
た
「
室
戸
台
風
」

を
契
機
に
、
台
風
の
情
報
を
収

こ

あ

れ

こ
れ
子
１
１

ル
ス
送
信
を
開
始
。
昭
和
幻
年

か
ら
は
、
日
本
初
の
気
象
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
放
送
の
送
信
所
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。

昭
和
輻
年
６
月
、
南
鳥
島
の

日
本
返
還
に
伴
い
、
南
方
域
に

お
け
る
気
象
情
報
収
集
の
た
め

の
短
波
送
信
を
現
在
ま
で
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
通
信
技
術
の

め
ざ
ま
し
い
進
歩
に
よ
っ
て
南

鳥
島
と
の
交
信
も
衛
星
通
信
に

よ
り
可
能
と
な
り
、
今
月
末
日

を
も
っ
て
閉
所
に
な
り
ま
す
。

「
通
信
技
術
の
発
展
の
陰
で

岡
田
武
松
先
生
ゆ
か
り
の
施
設

が
な
く
な
る
の
は
、
本
当
に
さ

び
し
い
で
す
」
と
最
後
の
所
長

森
ざ
ん
は
語
っ
て
い
ま
し
た
。

▽
日
時
３
月
７
旦
日
）
午
前
ｎ

時
か
ら
午
後
４
時
加
分
（
雨
天
実

施
）▼

内
容
＊
午
前
の
部
…
餅
つ
き

飛
び
入
り
参
加
可
態
＊
午
後

「
活
力
あ
壱
日
々
壱
季

ぬ
る
早
春
の
集
い
」

I
こ

れ

布佐南地区。天王台北地区
まちづくり協議会イベント

｢活力ある日々を求める早春の集い」
第2回ふれ伽バザーとﾘｻｲｸﾙを考溺日

｡

▽
日
時
３
月
７
日
（
且
午
前
、

時
か
ら
正
午
雨
天
実
池

▼
内
容
＊
バ
ザ
！
：
贈
答
品
、

衣
類
、
雑
貨
な
ど
＊
リ
サ
イ
ク

ル
：
・
リ
サ
イ
ク
ル
自
転
車
、
台
の

抽
選
会
、
パ
ネ
ル
と
空
き
缶
の
お

み
こ
し
展
示

▽
場
所
・
問
い
合
わ
せ
天
王
台

北
近
隣
セ
ン
タ
ー
貧
堅
９
９
８

８※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
少
な
い

た
め
、
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く

だ
き
い
。

の
部
・
・
・
識
話
（
真
栄
寺
住
職
馬
場

昭
道
ざ
ん
の
お
話
）
、
コ
ー
ラ
ス
、

民
謡
、
津
軽
三
味
線
、
尺
八
、
現

代
尺
八
＊
ミ
’
一
ギ
ャ
ラ
リ
ー

症
隣
保
育
園
児
の
作
品
展
丞

※
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
有
り

▼
参
加
費
無
料

▼
場
所
・
問
い
合
わ
せ
布
佐
南

近
隣
セ
ン
タ
ー
雪
空
３
７
４
０

霊
室
画
一
参
れ
あ
い
バ
サ
ー
迄

ｕ
サ
イ
ク
ル
壱
壱
え
き
日

司
２
月
過
日
（
土
）
市
民
会
館
で
、

第
２
回
手
賀
沼
流
域
フ
・
オ
ー
ラ

ム
が
開
催
苔
れ
ま
し
た
。

こ
の
行
事
は
、
手
賀
沼
の
浄

化
に
つ
い
て
多
く
の
方
に
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に
、
我

孫
子
市
、
美
し
い
手
賀
沼
を
愛

手
賀
沼
浄
化
に
向
け
生
活
か
ら
見
直
し
を

,穂｜
－

壁言-_塾-蕊=鳶惑森_蝉些

第
２
回
手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
活
発
な
議
論

あ

ゞ
１
１
『
・

一
一

Ｕ

《
■

毒
一
一
｝

び
一

す
る
市
民
の
連
合
会
な
ど
が
共
同

で
開
催
し
た
も
の
。

小
中
学
生
の
研
究
発
表
で
は
、

第
二
小
学
校
の
「
手
賀
沼
調
査
隊
」

の
６
人
が
、
研
究
結
果
を
発
表
。

手
賀
沼
の
、
地
点
で
採
取
し
た
水

の
分
析
結
果
や
、
沼
で
漁
師
を
し

国
際
交
流
協
会
（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）

が
開
催
し
て
い
る
「
外
国
人
の
た

め
の
日
本
語
誰
座
」
の
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
読
師
を
募
集
し
ま
す
。

特
に
、
土
蝿
に
お
願
い
で
き
る

方
の
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
応
募
要
件
＊
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
・
市

主
催
の
日
本
語
誹
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
蕊
成
誹
座
、
ま
た
は
民
間
の
専

門
機
関
で
日
本
語
講
師
謹
成
誹
座

を
受
け
ら
れ
た
方
、
＊
大
学
で
日

本
語
教
授
法
の
単
位
を
取
得
き
れ

た
方
、
＊
職
業
と
し
て
日
本
語
教

師
の
経
験
が
あ
る
方

▽
開
講
日
５
月
か
ら
の
毎
週
火

曜
日
、
ま
た
は
土
腿
日

◎
見
学
会
を
開
催

日
本
語
講
座
の
様
子
を
ご
覧
い

た
だ
く
た
め
、
見
学
会
を
開
催
し

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
見
学
会
日
時
・
場
所
３
月
６

日
・
喝
旦
士
）
午
前
、
時
犯
分
か
ら

日
本
語
講
座
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
教
師
募
集

↓
↑

あ

●

れ ト

て
い
る
方
に
話
を
聞
い
た
こ
と
な

ど
、
充
実
し
た
高
度
な
研
究
内
容

に
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
手
賀
沼
浄
化
に
つ
い
て
パ
ネ

リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み

や
想
い
を
語
り
（
写
真
上
）
、
次

に
会
場
か
ら
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
５
年
後
に
手

鐙
沼
で
水
泳
大
会
を
開
く
こ
と
に

し
て
、
期
限
を
切
っ
て
浄
化
に
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
」
「
水
が
き
れ

い
だ
っ
た
昔
の
手
蜜
沼
に
戻
す
こ

と
は
困
難
。
現
在
の
水
質
を
良
く

す
る
た
め
に
、
私
た
ち
の
生
活
を

変
え
な
く
て
は
」
な
ど
の
意
見
が

出
き
れ
、
手
賀
沼
浄
化
に
つ
い
て

の
意
識
の
商
ざ
が
伺
え
ま
し
た
。

正
午
…
中
央
公
民
館
３
月
９
日

（
火
）
午
後
２
時
か
ら
３
時
鋤
分
…
市

民
プ
ラ
ザ

▽
問
い
合
わ
せ
国
際
交
流
協
会

（
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
事
務
局
貧
部
）
１
２

３
１
（
木
暇
日
を
除
く
）

↓
』

▽
日
時
・
場
所
３
月
喝

ゞ
日
（
土
）
午
前
９
時
か
ら
、

一
手
賀
の
丘
少
年
自
然
の
家

▽
内
容
①
手
賀
の
丘
公

園
の
豊
か
な
自
然
の
中
で

の
ネ
イ
チ
ヤ
ー
ゲ
ー
ム

②
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
（
午

一
前
、
時
、
皿
時
）

｜
▼
対
象
ど
な
た
で
も

▼
参
加
費
鉦
料

▼
申
し
込
み
当
日
、
直

接
お
出
か
け
く
だ
さ
い

▼
問
い
合
わ
せ
同
施
設

壷
（
列
）
１
９
２
３

乱

れ

－

日程

4月20日(火）

5月18日(火）

6月15日(火）

9月9日(木）

9月10日(金）

10月28E|(木）

内容（予定）

植物のtとガーデニングについて

植木､草花の病虫害の防除

植木､草花のふやし方（実技）

家庭花壇についての設計

花壇作成(実技）

植木の剪定と保護(実技）



(8)鐵 び
＝

ｰ第992号 1999．3．1
一

｜|’

薗
すこやがちゃん募集

ふ り が な ふりがな

し募集対象平成10年中に生ま保護者名、赤ちゃんの名前、生

れた赤ちゃん（ただし、過去に年月日、性別、電話番号を明記

掲載された兄姉のご家族は除き、し、3月10B(水消印有効）

応募者多数の場合は抽選）までに我孫子1858広報広聴課広

レ応募方法・問い合わせハガ報係合(85)1111内線210ヘ

キ（1人1枚に限る）に住所、※抽選結果は3月中に通知

確定申告はお早めに

す
こ
や
か
ち
や
ん

確定申告、市県民税の申告期

限は、3月15日(月)までです。

期限内に申告や納税をしなかっ

たり、間違った申告をしますと、

後日、不足の税金を納めるだけで

なく、力0算税や延滞税も納めなけ

ればなりません。

正しい申告を、早めにお願いし

ます。

なお、会場により申告できる内

容が異なります。ご注意ください。

◎柏税務署･所得税全般の申告

◎市民会館…市・県民税の申告と

パート収入の確定申告などのごく

簡易なもの

し問い合わせ＊所得税…柏税務

署壷(46)2321＊市・県民税…市

役所課税課市民税係壷(85)1111

』

ヨ

ー

ぞ
９
，蝿

圃 匝 歴 目 肖薑牛涙相談員
、

、

ノ

惨資格・定員消費生活専門相談

員資格を持つ50歳までの方、1人

し勤務期間4月1日から

か勤務内容市消費生活センター

での相談業務（週3日程度）

歩申し込み・問い合わせ申込書

（商工観光課に用意）に必要事項

を明記し、3月10日（水．消印有

効）までに商工観光課消費指導係

公(85)1111へ郵送または持参

障萬日寺チ支首層員
I

~
､

園 圀圃回匡
惨資格・募集人員62歳までの健

康な男性、若干名

し職務内容ゴミ収集業務

し雇用期間4月1日(木)から9

月30B(木）

し申し込み．問い合わせ履歴書

(写真貼付）に必要事項を明記し、

3月15日（月・必着）までに中峠

2264クリーンセンター盆(87)0015

へ郵送または持参

リサイクル。ふれんず
フリーマーケット ’

|響瀧,繍噌勲冒1
厩公開講演会”介護保
｢今％紬たちに何が

’日時3月7日(日)午前10時

(雨天の場合は3月14日に延期）

，場所手賀沼公園多目的広場

※収益は地域の福祉に寄付します。

'問い合わせ沼澤云(88)6443

’日時3月17日(水)午前10時か

ら正午（入場無料）

惨場所中央公民館

惨講師西村美智代（生活介護ネ

ットワーク代表）

※手話通訳がつきます

し問い合わせ中央公民館垂(82）

0515

｜

I
｜
I

I

おひさま保育室
ありんこ組入会説明会合I昌蓮照発声講座

’

’根戸少年剣友会会員陰日時①3月15日(月)午後2時

から4時②3月21日(日)午後1

時から3時

惨場所天王台北近隣センター

し講師横山和彦

’参加費名回500円(当日徴収）

，申し込み。問い合わせ電話で

3月14日(日)までに前原壷(84)63

61へ

親子で一緒に遊びませんか。

候曰時3月5日(金)午前10時

し場所湖北台市民センター（車

での来場はご遠慮ください）

腰問い合わせ湖北台幼児教室お

ひさま保育室容(88)0185(問い合

わせは、午前9時から正午）

仁練習日・場所①毎週日曜日午

後2時から3時30分、②毎週木曜

日午後7時から8時、根戸小学校

し対象小学校新1年生以上

し会費月額1500円

し申し込み・問い合わせ電話で

衣笠公(86)0052'X

圃 賎圓岡

｜

|I
｜季節の家庭料理講習会受講者

し日時毎月第2火曜日午前10時

から午後1時く全10回ただし、

4月は27日(火)に開催〉

し場所天王台北近隣センター

し定員先着24人

し参加費1万6500円(10回分

材料費を含む）

，申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、氏名、電話番号を明

記し、つくし野6の20の2川田靖

子壷(84)2528へ

’ ’箙ﾀー ｹﾂﾄー ドゴﾙﾌ絵

し日時3月14日(日)午前9時30

分受付(雨天の場合は21日に延期）

し場所湖北台中央公園

，種目個人戦（表彰は男女別）

惨資格高校生以上の市内在住、

在勤、在学者

惨参加費1人500円(当日徴収）

し持参ゴルフクラブ…ピッチン

グウェッジ(PW)

し申し込み。問い合わせハガキ

または申込用紙（体育課・市民体
ふりがな

青館に用意）に住所、氏名、年齢

性別‘電話番号を明記し、3月9

日（火必着）までに我孫子1684

教育委員会体育課金(85)1151へ

、

つばめ共同保育園公開保育

’ ’ ，日時3月20B(i)午前9時30

分から正午

朕参加資格0歳から就学前児童

伝定員先着20人

惨参加費500円（昼食つき）

'申し込み・問い合わせ電話で

3月19日(金)までにつばめ共同保

育園（中峠3051)s(87)5005'､

◎公共施設利用の活動などは、優

先的に場所が確保されているもの

ではありません。

我孫子吟詠会第2回吟友祭
｜
’ ’市議会定1列会し日時3月6日(土)午前10時か

ら午後4時（入場無料）

し場所湖北地区公民館

腰問い合わせ米野壷(88)1243

平成11年第1回市議会定例会は、

3月1日(月)に開会され、一般質

問は3月8日(月)から10B(水)ま

で行われる予定です。

本会議は、どなたでも自由に傍

聴できます。

※詳しくは議会事務局公(85)1111

内線242へお問い合わせください。

’ ’子ども英会話生
あびこVideoFesta'99

し日時4月からの日曜日午後1

時から2時（月3回）

し場所中央公民館

し内容英語の基礎、異文化学習

し対象小学校新4．56年生

'定員全学年で先着20人

し参加費月額2000円（テキスト

代として別途4000円程度負担）

し申し込み・問い合わせ往復ハ

ガキに住所、本人と保護者の氏名

学年、電話番号を明記し、若松17

3の5岩切治美盃(82)2752へ

あびこビデオクラブが制作した

記録映像を上映します。

似曰時3月7日(日)午後1時30

分から5時（入場無料）

し場所市民プラザ

，内容布佐・秋まつり、手賀沼

船上見学、稲の観察日記、げんき
けつぼんきょう

フェスタ、正泉寺血盆経絵図ほか

し問い合わせ水野壷(82)4755

｜’'99柵蕊こし艫循も鵬

：
砂巳時3月6日(土)から10日

(水)午前10時から午後7時（ただ

し、10日は午後4時まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

し問い合わせ岩村壷(82)0536

固(83ﾘ60師

書月の休館園

’鵬う鮪を抱える誠の劇 市 民 図 書 館

中央・湖北地区公民館

烏の博物館

市民プラザ

市民会館

1(月)､8(月)､9(火)､IS(月)､22(体)､29(月）

1(月)､8(月)､15(M)､21旧)､22(体)､29(月）

1(II)､8(月)､15(li)､23(火)､24(水)､29(月）

11体)､18体）

I(月)､8(月)､15(jl)､22({k)､29(月）

’手工芸連盟グループ展
第7回「グループ虹」t宝工芸展 ’ 介護方法や日頃の悩みなどにつ

いて、情報交換をしてみませんか。

，日時3月11日(木)午後1時30

分から3時30分

，場所保健センター

，対象痴ほうの高齢者を介護し

ている家族の方

惨参加費100円（お茶菓子代）

陰問い合わせ高齢者福祉課在宅

ケア係云(86)1411

｡

｜

’生活ホーム利用者け日時3月13日(土)から17日

（水）午前10時から午後5時（ただ

し、17日は午後2時まで）

し場所市民プラザ（入場無料）

し内容七宝の額絵､立体（っぽ）

アクセサリーなど

し問い合わせ川添壷(88)9391

｜けやき歌の会発表会｜
け日時3月14日(日)午前10時開

演、午後4時まで（入場無料）

し場所湖北地区公民館

し問い合わせ片山容(83)5580

1硬式ﾃﾆｽ初心者講習会’
し曰時3月21日(日)から毎週日

曜日午前9時30分から11時30分

全5回（雨天の場合は、次週の日

曜日に延期）

し場所湖北台中央公園内コート

し対象。定員市内在住で高校生

以上の初心者、50人（応募者多数

の場合は抽選）

し参加費2000円

，申し込み3月14日(日)午前10

時から10時30分まで、湖北台中

央公園内コートで受付(雨天実施）

し問い合わせ中原念(87)6863

親元から離れて、自立の第一歩

を生活ホームから始めませんか。

，対象療育手帳をお持ちで、就

労または作業所に通所している方

し定員1人

※詳しくは、生活寮あびこ･（高野

山531の26）武山壷(86)0450'X

つつじ荘・

西部福祉センター

1(月)､2(火)､8(ﾙ)､15(月)､16(火)､21旧）

22(仇)､29(月)､30(火）

|市民体育館'29(月）

相談等
内容 日時場所問い合わせ

法"凋談(予約仙猟淵蹴謝脇駕篭広報広聴課
※予約は、3月1日(月)8;30から電話で広報広聴課へ。

税務相談(予約制)|!9(金)'0:00-15:001市民相談室|課税課
※予約は、3月15日(月)8:30から電話で課税課へ。

人権相談25(木)10:00~15:00福祉総合相談室厚生課

行政相談25(木)10:00~12:00市民相談室広報広聴課

不動産相談･住宅相談12(金)10:00~15:00市民相談室建築指導課

交通事故相談8(月)10:00~15:00交通整備課交通整備課

l(月)9:00~15:00社会福祉協議会

心配ごと相談8（月）9:00~15:00保健センター

15･29(月)9:00~15:00社会福祉協議会社会福祉

結婚相談7．21(日)10:00~14:00社会福祉協議会協誰会
他鵬生きがいづくり9(火)10:30~16:00ふれあい締|:センター
相談(予約制）23(火)10:30~16:00(絵職臓会向力､い）

心の相談(予約制）3(水)13:30~15:30福祉総合相談室締|総合相談室
健康相談26(金)10:00~11:15つつじ荘つつじ荘

5(金)13:30~15:00保健センター

地域リハビリ教室，5(月)13:30~15:00新木近,隣センター身体障害者
24(水)10:30~12:00西部福祉センター細|:センター

剛づく_')うんどう教室’9(金)10:00~11:00斑緬姻内うんどう細健康管理課

けやき歌の会発表会 市民相談室

(西別館3階）’
法律相談(予約制）あけぼのバスケット

ボールクラブ会員 ’
広報広聴課

中学生保育実習体験発表会
し練習日・場所毎週土曜日午後

7時から9時、柏市立富勢中学校・

富勢東小学校

し資格バスケットボールが好き

な女性で経験、年齢は問いません

し会費月額1000円（入会時に保

険料として1400円が必要）

し申し込み。問い合わせ電話で

越田盃(32)5040/､

シ曰時。場所3月6日(土)午後

1時から4時、市民会館

伊参加費無料（申し込み不要）

し問い合わせめばえ幼稚園盆

(82)1912

ニス初心者講習会

’
子どもの居場所をつくる
チ ャ リ テ ィ ー コ ンサート

心配ごと相談
少曰時。場所3月12日(金)午後

6時30分開演、さわやかちば県民

プラザ

，内容舂に歌う（日本歌曲、ミ

ュージカルなど）

し出演佐藤光政、奥野真理子

渉入場料中学生以下2000円一

般3000円

，入場券申し込み。問い合わせ
のうじ＠う

電話で能重盃(44)1425へ

社会福祉

協談会’柏ﾌｨﾙﾊーﾓﾆー合I昌叩員
他ﾙ･生きがいづくり
相談(予約制）

ゲ

ふれあい榊|:センター

(社会福繩議会向力､い）
2000年に交響楽団と共演します。

修練習日・場所毎週金曜日午後

7時から9時柏幼稚園（柏駅東

口徒歩約10分、駐車場あります）

し指揮者野村秀美

，会費月額4000円(学生2000円）
さこう

し問い合わせ佐合冠(83)6444

身体障害者

禰祉センター
地域リハビリ教葺

この広報紙は再生紙を使用しています

ﾃﾚﾎﾝｻー ｽ
日11m当番医1週間の行蛎

固(85m1313

ﾃﾚﾎﾝガイド ＄185)5”、

ﾌｱｸｽガｲﾄ゙


